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1950年7月，タイ国に於ける東南アジア林聯に繩司令

部天然資源局林業部のドナルド･ソン中佐と共にオブザーバー

として出席された三浦参議院議員"")1I長官が参考資料とし

て持ち帰られたタイ国の林業に関する種々のレポート及びパ

ンフレットを抄訳し，まとめておいたのを大方の参考にもな

汎ぱと考え,第,部.ﾀｲ国の森詠,第2部.ﾀｲ国の稔業

第3部sFAOのタイ国諦業に対する勧告及び第4部．タイ

国の全要木材とに分けてその概観を順次御紹介する。
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第1部タイ国の森鉢

1．タイ国の風土と林祖

タイ国の国土面溌は約51万平方粁で，

我が国の1．4倍にあたり，テキサス州や仏

国よりもやや小さく，その人口は約1"700

万詮宥している。

気候は温暖であり，南部では時に擬氏15

度以下になる力攻稀には．32度にも昇るこ
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遠藤：タイ国の森林と称業
。

（1）常緑樹林

タイ国の森林間稜の3分の2はこの常緑樹林で誕わ燕

ており，海岸から山頂までのあらゆる海抜高のところ，

あらゆる土壌の地域にもゑく分布しており，夫＆特有な

樹種に代表され,次の如く分類される主要林型を構成し

ている。

A熱帯膳緑樹林

B高地常緑樹林

c針葉樹林

Dマングローブ林

A熱裕常認劉林TrdpicalEverygreenForesis

この林型に属する森林は，タイ国の到る処に見られる

が,最もよく繁茂しているのは熱犠降雨称的気候の東部

や南部の半島部の地域である。オ郷に垢ける熱構常緑樹

称は河川の淵鐵の湿耀恥や海抜高1,000米までの姪瞬也
によくみら邪る。海抜高1,000米以上惇なると高地常緑

樹林詮形成してきている。

中部に於ける熱帯勝緑樹群は,Prasale"PraChin及び

Maeldong河にいたる流域に広く分布して耕作地の周辺

や各所腫散在している。そしてこの中央流域部から東部

及び北部へと帯状に広がって分布していっている。

南部及び南東部の地方でば全林地の約75％がこの熱

帯常緑樹林で謡つれている。

タイ国に於ける熱帯常緑樹林の生態は一般に次の如き

特長のある林分構成をなしている。

森林の上層部はその森林を特長づけている大木が占あ

ており，その樹高は30～50米にも達し，通直な樹幹の

枝下高は20～30米もある。そして下層部ほそｵI等の小

径木やヤシ類と混生して鑿縁植物，潅木,藤及び竹頚が

生育している。又これらの森林は多くの寄生植物特に羊

歯類,鮮苔類及び蘭科植物等力茨木の幹腫附着している

のが顕著な例としてみられる。概して植物の生長力琲膳

によく，なかなか林内に入りこめない程繁茂している。

更にこの潔端膳緑樹朧琶最も羅篭な嶋識のあることは，

広範囲にわたり二溺柿科の樹種特にDipterOcarpus属

の樹木が上層木をなして分布していることである。

斗磯剛方に於ける熱帯常織勧休で優勢憲主要林木は次

の如きものである。

YANGKHAO (Dipterocarpus alatuS),

YANGDAEENG(Dipterocarpuscostatus),

TAKmAN(HQpeaodorata),

KRABAK(Anisopteracochm-Chinensis)』

YOMHOM(CedxBIatoona),
DAENG･DONG(Schouteniahypoleuca),

RAK(Semecarpusspp.),

とがある。癖から遠く離れた北部の村落や’山埼にと

り.囲まれた地域では夏は38度を超え，冬は屡毎10度

にも低下することがある。一般に最も温暖な季節は3月

から5月にかげてであり，この期間力鐙も毒の少い時
である。タイ国では雨季は5月から9月の間であり，そ

の時期は西南風がペンカル湾やｼｬﾑ湾から雨を持った

雲をもたらすからである。雨は午後，スゴールとして屡

庭やってくる。時折雨がとぎれて，8月には暑く湿気が

多く，太陽ガ動ンカン照りつける雨の少いことが数週間

もつづくのが常である。中央部とｵ郷では，10月と4月

の間は非常に雨が少1，､。西部の風上にある傾斜地や山の

面は年雨瞳が3,000粍に及ぷことがあるが，タイ国の大

部分の地方では殆ど1,000粍以下であり，ある地方では

殆ど750粍位しかない。シャム半島の東側は’’1月と’

月との間に吹<憩上貿易風が郷､時に雨がある外は，南

西季節風からは遼断されている。南支那海から吹いてく

る強く，長びく雨の多い鴎風ば中央部及び東部を越える

と消滅してしまう。

タイ国は国士面積の約70％が森林に覆われて鱈り，

生育樹種も豊富な森林国である。この内既に開発利用さ

れている森林は11万平方粁で,未利用の森林がまだ22

万平方粁あると推計されている。

タイ国の森林は，雨愈による土難水分の供給の差違に

よってその植生に顕著な影響をうけ,夫煮特長ある林型

を厳成している。タイ国の北部災び北西部の高地や部落

近隣には，タイ国に於て最も優箪な樹木のチークが,部

分的に，落葉樹類と混生している。叉北部の高弛には松

脂油をとる松林が部分的に分布している。河ilの流域や

雨歎の多い低地帯には喬木となる二羽柿科の樹木が中部

及び南部にかけてよく生育している。北東部は土匪が甚

耀貧弱な地域ガ蓼いので生長の遅い広葉樹がその地方で

は優勢である。礫や岩石の多い中部の傾斜地には竹林が

繁茂している。叉海岸線に潜った泥地にはマングローブ

称約扮布している。

2． タイ国の森林の分布状況

タイ国の森林は，大体,常緑樹林と落葉樹称との2つ

のカテゴリーに分類されるが,更に林相別にこれなみる

と5つに大きく分けられ，その占有面蹟は尭々次の如く

推定されている。

住銅型） （占有面積一推諦

常緑熱帯林 935百平方粁

針葉樹林 24 〃

マングローブ称 16 〃

混生落葉樹林（チーク林を含む） 650 〃

落葉二羽柿科林 、 1470 〃
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遠藤：数イ国の森林と称業

MAWART，(ArtocarpusLakoocha),

KA-THON(SandoricumindicUm),

mABAEK(Lagerstroemiacalyculata),e".

中央部の蕊驍膳鋤林も北部のそれと殆ど同議である

が,ただ下厨部を撒戊する竹類ではMAIPHAI-PA(Ba-

mbusaarundinacea)がその大部分を占めている点力鍵

なっている。叉この地方では。3柿科のDipteroCarpus

alatug力辮K林を構成する傾向を有している。中央部地方

の蕊蠕常潟蝋称では一つの糾型として鋼弱常繍湖型詮

形成して諮り，その主なる樹種としてはMemecylon,

Engenia及びDiospyros属のものがよくみられる。中

央部地方の熱滞篇緑樹休で優勢な職腫としては次の如き

ものである。

KRABOW-KARK("dnocarpusKurzii),
THIENKHAMOI(IWaKerrii),

KHONG-KHA-DERT(A茜eulleaarborescens),

MAKA-MONG(Afzeliaxylocarpa),
KAEO(Murraya"otiCa)"

TABAEK(LagaStroemiacalyculata),et℃・

南笥地方で優勢な主要樹種としては，

~YANG･KHAO(DipterocaxfusalatUs&.D. turbi-
natus),

TAKHIAN(HOpeaodoraa),

XANG･DAENG(DipterocarpuscostatUs),

HIAM-KHANONG(Shoreahypocha),
KABOK(Irvigiamalyana),

KOPHONG(Tetramelsmudifolia),
TASUA(Amoorarohituka),

PHAYONG(Dalbergiacochin-chinensis),etc.
篤榔のChantaburi-Trat州においてはグツタペルカ

をとるYANG･"ANUNNOK(Palaquiumobovatum),

黄色染料として価値のあるRONG(GarciniaHans･

buryU),Mなゼリーをかぷつた果実で医薬用及び菓子

傭鎚用に使われるものとして麦郵に多く輸出されている

果実をとるSAMRONG(Sterculialyclm"hora)等

が産出され迄いる。

筒南部の半島部に於ける“木は，

王AXmN-CHAN(BalanscxpusHeimm),

TINPEm,-DAENG(DyeIaCostUlata),

SAYA(Shoreacuzatisii,S.1eProsuia&S・pancr1ora)

であり，南部地方で非備に総長のある健勢樹である二羽

柿科腱属する主な媛睡としては次の如きものである。

YANG-KHAO(DipterOcarpusalatus&D.
turbinatus),

YANG-SIEN(D・pilosu9,

XANG-WART(D.Skinerii),

YANGDAENG(D.Cos"tUs),

YANG(D.grandiflouris),

TAKHIAN(HOpmodorata),

PHAYOM(ShOreafloribunda),

KO-BE(PaPaShoreastellata)etc.

B高蝋常緑樹林HillEverygreenForests

高地常嶽勧休は，北部地方の輝高1,000米以上の地

域に主に分布しており，そこでは穀郭科iこ屍するオーク

(Quercus)やチェス．ナット (Castan"SiS)が主林木

をなしており，その他，主なる樹種としてよくみられる

樹種は次の如きものである。

THA-LO(Schimawaliichi),

KHA-BOT(EngelhardtiaSPiCata),
KAMYAN(StyraxbenzoideS),

CHAMPA-PA. (Micheliachampaca),
CHAMPI(Micholiakerii),

HAP("nglietiaGrrettii),
WAH(Engeniacumini),

SANGCHING(PodOcarpus.Neriifolia)

C針葉樹林ConiferousForeSS

針鶏劉林は北割地方と中部地方の一部に亘り海抜高

700米から1．000米のf蝉に，あるいはそれ以上の高い

池或に於てよく二羽柿科の櫓癒と混清して分布してい

る。しかし南部地方にはこの針鐵鋤は分布していない。

針紫樹林を構成している主なる針蕊樹は次の2種の秘類

である。

Pinuskhasya
Pinusmekusii

後者の祇ば一般に前者のものより海撞高の低い地域に

分布している。針葉樹称の面積は大体2,378平方粁と推

定されている。針葉樹と混生してみられる樹種としては

落葉二羽柿科類の外に穀斗科のQuercuS,CastanqpsiS,

Pieris及びEugenia類のものである｡、

Dマング戸一プ林MangroveForesiS

タイ国の主要河川の河口，タイ湾の沿海地域及び半島

の東部や西部の沿岸地域の潮の流込丸でくる泥濁な湿地

帯にマング画一プが生育分布して森称を織成している。

その最も大きな地区はChantaburi地方のマング百戸-プ

林壱,総面積約180平方粁にも及んでいる。叉半島のマ

ング戸一ブ林では,東海岸のものは散在している程度で

あるが,西#鰐では漉蜀湿地籍のいたる処に広く分布し

て鐸線に沿って長くみタイ・ビルマ匡瞳からマレー連

邦境にかけて500粁の員腫雛にも及んでいる。

タイ国に於けるマングローブ林の総面積は1,620平方

粁と推定されており，その中タイ湾の周辺罐に7鐙平

方粁，半島の西癖に875平方粁を占めている。
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逮藤：タイ国の森林と林業

このマングローブ称で重要な樹種としては，大部分が チーク林

RhZ"homceae科に属している。その主なものは チ戸ク林は一般に天然には沖憩吐笈篝の適地に制淋な

KONGKANG(RhiZophoranmcronataandR。 形成し，あるいはその他の瀞鋤頚と混圭して4群の緋

conjugata), 分を形成している。．

KONGKANGHUMaSOMorPRASAK(Bruguiera この混生落翼錨林に於てチーク樹と混圭している落葉

gymnorhiza), 樹の主なるものは次の如きものである。

JHUA-KHAOorRUI(BrugumeacaryophylloiJes) PRADU(PIjerocarpusmacrocarpuS), ,
PRASAK"NU(Bmguiera,eriOPetala) DAmJG(Xyliakerrii),
JHUA-DAMorRANGKATHAE(Bruguinera TABAEK(Lagerstroemiacalyculata),

parvifolia), CHOK(Scmeicheratrijuga),
MA-KHA-MONG(AfzeliaxylocarPa),PRONG(CeriopScandO11eana)

BruguieragyImlOrhigaはマングローブ林の中でも最 KWAO(Adinacord迂Olia),

SAFMO(Terminaliachebula),
も大きくな為樹で動その樹高は40米にも達し，その根

OOI-CHANG(Odinawadier),
臘郡(獅艮）の頂部の周囲は2米もあるものがある。し

SA今MONG（Vitexlimo唾olia)，
かし一般にRhizophor墾属やBruguiera属は樹高20~

HEO(Anogeissusacuminata),
30米のもの鞠潜通でいずれも群生する織生左有してぃ

LIANGMAN(Eriolaenacandollei),,
る。叉Prongは非常によく生育しており，その遥蝿に

TAFKRAM(GarugaPinnaia),おほるものは樹高20米,獅艮の爵3の周囲1米以上に
NGGN(Telxamelesmidifolia),も及んでいる。しかし開放された不適土壌の地区では樹
MAFKOK(Spondiasmangifolia),

高ル､,2米という倭少な潅木にまで退化しているものも
チーク林の下木としては，竹類や潅木類等極めて多く

ある｡、

マングローブ林にはその他非常に多くの眉唾の1鋤が の種類の特長ある下層構成をなしとおり叉鍾少なヤシ
混生している。マングローブ称の下木としては又艤長の 類，ソテツ類も混生しているのがみられるbチーク林に
あるものが多く，認的氾濫のしない高い土地のところ 多く且Jつそれを艤蔓づけている竹類としては次の如きも
にほ一般にA"YTthns属やAcrosdamm属等が，謹屈 、のであるが中でもMAI-KHAO-LAMはチ戸ク林に最
水路のほとりにはNipa属がよく耕作されており，堤に も多く分布生育している。

MAI-KHAO-LAM(C"haloStachyumPergracilej,′
はThespesia展や軍biscus属準豊色い花詮つけてキ

MAI-BONG(BambusaTulda),
ラキラしているの力琲常龍眼につくものである。

MAIRUAK(Thyrsastachyssiamensis),
伝）落葉樹林DeciduousForests

MAI-RAI (Oxytenaalbociliata),
タイ国に於ける瀞葛飾体はあらゆる地蛾や土壌のとこ

MAI-SANG(DendrocalamusmenbranaceuS),.
ろ叉丘陵に近い平地にみられ，獺燕笥1,000米以上の地

MAI&SANG-DOI(D. sinictus).
点にも時に分布している。落鶏劉林を大別すると次の2
型となる。 チーク林帯の南部に分布しているところのMAI･PHAI-

A混生落葉樹林 PA(Bambusaarundinaceae)は刺のある桧で，大きな
B落葉二羽柿科樹林 、 竹叢をなしており，水流，堤附近の平坦な沖溌地に特に
この落葉樹林蝿6部の全地域,中部疎ぴ東部の地方に よく繁茂している。

広く分布している力瘤部地方にはみられない。 林業用としてのチーク林は普通2つの林相に分類さ”

A混生落葉樹林IWixedDeciduousForesF. ている。

混生落蕊樹林は俗に毛ンスーン林ともいわれ，チーク ①乾燥地に生育分布するチーク林

樹蓋混蒲して北部地方に広範囲に分布し，叉中央部地方 ②湿潤地に生育分布するチ戸ク林

の南部にもみられる。一般に山麓や平地の赤土のところ 後者の湿潤地帯のチ戸ク林では常緑樹が顕著に分布生育

や乾燥した土匪のところに於てば落葉二羽柿科樹林が占 してきており，漸次常緑樹林に移行しつつある林分とし

めている。しかし又高い丘陵地帯では高地常緑樹林が混 て，そこにはチークはあま‘，よく生育していない。

生落葉樹林に代ってきている。そして叉河川，水流の附 適地に生立しているチークは樹高も高く，丈夫な円嬢
近の湿地帯や湿潤な谷間では熱帯常緑樹林や混生常緑樹 状の樹幹を形成し石亡おり，根張りも式きく，霞るぃ樹冠

林(Semi･everygreentype)型を形成している。 詮篭成して，よく生長をしている。時には樹高40米鯲
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遠藤：タイ国の森林と林業

周囲7～8米もあるチークの大木もあるが最近はその様

な大木は珍しく，少くなっている。

チーク林は， 3，4月頃の乾燥期にはよく森林火災に

襲われるけれども，健全な林分に対してほその被害も比

‘纐勺少いものである。実際，チークの天然更新地では火

災ガ域る程度刺戟となってかえって生長を良好ならしめ

有利なこともあるが，しかし伐倒された義一ク，不健全

なチーク林分，凹地腫おけるチーク林及びチークの稚樹

に対しては大きな被害滋及ぼしてい為実状である。

中部地方や半島の北部地域に散在している混生落葉樹

林はチークを混溌していないのが普通であり，そこに於

ける混生落葉樹林を構成している主な樹霞としては次の
己

如きものである。

PRADU(Pterocarpusmacrocarpus),
DAENG(XyliaKerrii),

.TABAM(Lagerstroemiacaly℃ulata),

SALAO(L・mentoSa),

KWAO(Adinacordifolia),

CHING･CHAN(Dalbergiabariensis),

.ROK･FA(TerminaliatOmentosa),

MAKOK(Spondiasmangifera).

時にDipterocarpUsalatus,H"eaodorataも叉見う

けられる。

B落葉二羽柿科林DeciduousDipterocarpsForests

タイ閏のチーク林

落葉二羽柿科林はタイ国の北部,･中部及び北東部の地

方庭亘娼醗に広く分布しているが,南童部地方では小

区域に限られている。北東部地方に於ては最も広く且つ

よく繁茂しており，その惑淋面積ばタイ国のそれの器切0

～80％を占めている。

華二羽怖科林がかくも広く且つよく分布していると

いう原因については，気候的因子によるというよりも寧

ろ主要原因織土地雛瘻蕊によるものといわれている。即

ち落薬二羽柿科淋の分布している土地は一般に多孔侭の

排水の良い土壌のところで，ラテライト土壌の分解した

ものから形成されている。それは赤色あるいは桃色のロ

ーム，白色砂質土壌時腫貧弱な組成の土壌の地帯のと
ころである。

タイ国に於ける落葉二羽柿窓琳は，全土を通じて一般

に類似した林型をなしていることは類似した土壌状態に

よっているものであるけｵ【′ども土壌は局所的に夫盈異な

っており，種盈の土壌層からなっていぁためにその埴生

も叉変化して多様の類似した林型を形成していて極めて

変化に富んだものとなっている。

北部及嘩中部の地方に於ける落葉二羽柿科林は,平坦
林と海抜高1,000米にも及ぷ丘陵高地林との2つの型渉

あるが，この地方では樹木は散在し，一般に樹高も幹も

あまり大きくなく概して藻少な樹型をなし，疎開された

草の多い林野をなして鱸り，時惇サバンナ型に近いもの

である。下木は潅木や丈の高い草から形成されており，

この地方姪は毎年定期的にそれ等は焼拭われるにもかか

わらず自然に更新されて，それ力琲常によく生育してい

る。稚樹は毎年焼かれても根に貯蔵されていぉ栄養物質

がそのために刺戦されるので逐年更にもつと大きく且つ

健全な萠芽をするものである。そ;してその萠芽樹は火の

被害に堪えらｵしる様な安全な状態になるとその稚樹は自

然強固になり磯んに生育する様になるものである。これ

らの森林に於て最も雷函にみられ溢主な樹種としては次

の如きものである。

PHLUANG(Dipteocarpustuberculatus),
HIANG(D. obtusifolia),

TENG(ShoreaObtusa),

･RANG(Pentacmesiamensi),

ROK-EA(Terminaliatomenipsa),

RAK("1anorrheausitata),
MAPTONG(StrychnoSmixeblanda),
MAPKHAM-POM(Plyllanthusemblica),

MOK'(Holarrhenaantidysenterica),

MAKHEZ, (Randialongispina).

北東部地方に鐺ける落葉二羽柿科林は前述のｵﾋ部及び中

部地方あ森林に似た待徴をもっているが筒地方的特徴を

、
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遠藤：タイ国の森林と林業
一

畷銃副言とからなっている。有し，土壌伏態が深1,､ロームをなしているところでは何

処でも非常によく繁茂して成林している。叉乾燥した赤

土からなる岩質の土躍のところでは生長も悪くその材質

も可成り減退している。北東部地方の主な燈噸としては

次の如きものである。

PHLUANG(DiPterocarpustuberculata),

HIANG(D.dbtUsifoliuS),

TABAENG(D. intrieatus),

TENG(ShoreaObtusa),

RANG(Pentacmesiamensis)"

KWAO･(AdinncordifOlIa)"

MAjKEA･TAE(SindorasiamalsiS),

DAENG(Xyliakerrii),

PRADU(Pterocaxpusmacrocarpus).

南東部地方に鐺ける落葉二羽柿科林は北東部地方の森

林生態と類似している力鍾ろそれほど発達してなく森林

面積からいっても小部分の地域にしかすぎないものであ
る｡

X8)釜の他の森林

前記の抹型の森林にまじりその附近には叉多くのそれ

ほど重要ではない称分を構成する森林型があるけ燕ども

経済的にぱあまり重要性は少いが,その中､種主なものと

して次の多く分類さ泌た抹型がある。

A海浜林BeachF"ests

砂浜の海岸線に潜った森林で夫々特徴のある樹露から

構成されている。

B湿馳林SwampFmests

中部及び南部地方の永の鍼している湿地腱ある森林瘤

特徴ある樹種や藤類から形成されている。叉海岸線の附

近の砂質地には，もう一つの林型をなす湿地林力輔部及

び東部地方にあり，その土壌は酸性をなしており，これ

らの森林に於いて臓林産物収謹の対象と癒るSAFMET

(Melalenca1eucadender)がその大部分蓮占めて分布
している。地方的Wこばこの森林は可成り価値をもってい

て薪炭材や漁業用,建築用の用材としてよく利用されて
いる。

~F"－管理部････4課からなる。

一造林及び事業計画部･…3課からなる。

一鉢産物調査部･§･4課からな務。

一開発部醗在称産協会(ForestIndustries

OganiZation)と合併されている｡〕

一学ﾑ管理部････4課からなる。

一財政部．．……2課からなる。
一秘書事務所･･･2課からなる。

行政局

妾

地方監掻局

次の如き地方局職置さ猟,て溌り，その森称官が夫鳧

の地域の管理監督にあたっている。魂方局の下に，更に

管区(Province),そして分区('IbwnShip)の系統遁分

輔されている。 蕊

＝

”

凸

－

一
二

ロ

第2部タイ国の称業

タイ国渥於ける林業は用材,薪款鋤等の林産物の生産
を管理経営するcみならず，ゴム園の管理ということが

可成り重要なウエイトを占めていることは大きな特徴で

ある。その管理機溝についてみると次の如くなってい
る。

1．林業行政監誓機構

タイの山林局は農溺省に属し，長官及び特別森林確と

その副長とを鎚いてい悪。山林局の行政機織は鈴攻局と

DIVISION－－－ぅPROVINCE→TOWNSIHP

Chiengmair地方局 3管区 2場区

Lampang地方局 4" 27 "
Jak 地方局 3 " 12 "
PhiEanuldE蝿坊局 4 " 21 "
NakhonSaWan地方局 3 " 19 "
Nakhon:RatChdsima""局8 " 59 "

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４
５
６

く
く
く
く
く
く
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遠藤：タイ国の森林と林業

(7)UdonThani池方局 9〃 5エ 〃

(8)Prachin 肖防局 7 " 34 "
(9)Banpong地方局 7" 35 "
(10)Surat 地方局 3 " 16 "
(11)Songkhla地方局 5 " 81 "

(12)Kantang 地方局 6 " 29 "
雛視所

全国に2つの“本所力通り,その1つはChowphya

河の4支流の合流するNakhonSarVanProvinceの

Paknamphoにあり，他の1つはビルマの班buhneinに

あってSalween河惹$鑑す-るチーク材を雛爵している。

叉全国に273の…"f勃轍在して分区塞(township)

や担当区署(range城fices)と協力してその任にあたっ

ている。

2．稀業関係職員

a定員1,1霧名を有し，次の5階級に分けられてい

る。

（1）特級職定員2鋒

②1級職(局長級）

林務関係18 ゴム管理関係 1
（8） 2級職(課長及び地方局区森林官）

〃 43 〃 5

（4） 3級職〈一般森林官）

〃 95 〃 8

（5） 4級職（属官）

〃 849 〃 n6

b臨W識員1,018名

c これらの職員の内＄鯛育をうけているものは僅

かに9．7％にすぎない。

3．赫業教育機関

a赫鐺對係の鏑奇教育擢関としてばKASETSART

綜合大学のI満畠部がある。この学部は1935へ-』936に

2年制で＄癖育を与える機関として山林局の管理

の下に設立された凋鮮技が19娼年KASETSARr

大学に合併されたものである。

b現在，3年制度で次の如き識蒙深目で教育されて
いる。

識ｽ学生億入学資絡の許可をあたえられた候補者
の中から選抜試験に合緒した者であり，設備の関係

一と毎年30名を採用している。現在(1950)林学部

の在学生は91名で，1回生29名謬2回生35名，

3回生27名おり，1949年までの卒業生の総数は

284名である。

（第1年目）

物理学,化学，一般植物学，一鼓動物学，経済学,森

林測溌学工，森林土木学エ，造林学工”英語，実習工

嘩2年目）

森祁植物学n,森林動物学江,森林測量学肛，森林土

木学江，森称保護学,造林学江，林政学,森林法律学，

稼業実習江，林学実験。

礫3年目）

森林植物学皿，森制鐡鋤学虹，森称土木学IIL造林学

虹,森林利用学,森林経営学,森林行政学,林業実習

虹．

4．森林法規関係

現存効力を有する主要な林業関係法規は，19虹年に制

定された森林法(Forestacりである。この法律は印度

ビルマの森林法左タイ国に適用されうる様準修正して作

られたものであった力痩に19蛤年に改正された。そ弧，

は木材に関し国内用及び公共用として供与されるものに

つき，一層自由な許可が与えられる鶴国会に於て検討

されたものであり，その後部分的雁更に改正されてい

る。その改正の主眼点としてばチークやヤング樹（三羽
、

柿科樹）の儒窪を増強することであった。

窟1941年制定のこの森林法では，森称涯おける艤這

樹種について保封劉種(ReserveSpecies)として告示す

ることが出来ることになっており，その職重の処分につ

いては政府の認可を得なければ災鰹することが禺来なく

なっている。

5．森林の保全

1938～1939年に於ける勅令の森林保全法(F砿霞t

ReservationAcOに基き，該当森隊について保全赫

(ReservedForestS)あるいは儒覚林(ProtectedForestJ

として特定林地に揺菅することが出来る様な権限Z遡荷

に与えられている。

保全林として告示する場合の手続ほ保潅称の指定の場

合よりも特にその境界の測葦及び調査について厳重に行
われている。

A保全林

ユ949年蓑でに指定された保全林は，368平方粁であ

り，保全林に於ては次の行為力轆禁されている。

(1)土地の取得,(2淋地の下刈及び火入，③放收の自由

倒林木及び林産物に対する傷害，

そして森林の開発については，林木及び林産物に対する

違反行為者を逮描拘留し得る権限のある森林官の許可な

くし迄は絶対に笛来なくなっている。

（註）この法律でいう林産物(ForestProduC") と

は,動物,士錘,岩石,砂利,砂,鉱油及びその他の
天然盗源をも含めていっている。

B癖飽休

1949壷謹に指定された癖林は，巧,427平方粁で，

保鎚体に対する制限は保全称の場合のそれほど賎重電は

令
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遠藤：タイ国の森林と林業

’

PithecolObmmdulee,

Phynanthusspp.

Pterocarpus
rnacrocarpusy l

TectonagrandiS,
Termin21iachebula

②物理的性質－特に大き
さと重量につき①と同
じ樹種について研究

③保存法

④発芽促進法

③デー,の穫子の選別に’
しついて

⑥苗木を養成するに必要｜
な種子の大いさ I
苗木

①中厨土"ediumgOil)|
について

②二羽柿科類の稚苗の日
覆

③二羽柿科類の発芽法&
④苗床の給水

⑤苗床の卿巴

､孟鶴総蕊成のた’
＠藻糸鰯籍難
③悪:鰯木謹準備し

なく，主に林内への侵入及び林地の下刈と火入を禁じて

いるものである。 ．

尚又19“年に制定された未利用地保護法(The､Pro-

tectionofUnoccupiedLandAc，によっても，山林

局は林業の目的に供廷られるものにつき保全称及び保護

林として特定地域を指定することが出来ることになって

いる。この法令は早急に制定されて差し当り侵害をうけ

るおそれのある土地の保全保護を目的として出来たもの

であり，1949年までにどの法律にまいて指定された地

域は6,793平方粁に及んでいる。

6．事業計画の概要

工林業計画

（1）チーク林の長期事業計画

1949年より毎年2億バーツ（約2000弗）の予算で，

北部地方の全チーク林の保縦蕊業の立案実施拘轆められ

ている。この計画の完成童でには長期間を要することで

はあるが,既に全国に亘る航空測鼠の計画力漢行されて

きているの壱この保続計画は今後十分に促進されること

であろう。
C

②臨時伐嬬f画

この計画の対象となる森林は89ケ所220,662平方粁

であり，19鉛年に於けるこの鐸計画による伐採感酵

数はチーク35,000本，その他の概重のものが120,000

本であり，1949年に巻枯しを行ったチークは100,000本

である。

江造朧曉計画

既往の造休琴諜の誠にjついてみると，塑49年鑿走に

遥淋された廊賓は,主要樹種別にみると次の如くなって

いる。

樹種別 造林面駿（ヘクタール）

Teak l,300

Casuarina種 68
AleuriteSmontana 72

Ceri"s種 116
Rhizophora種 80

その他の樹種 178
造林織函職 エ,814

］K造林に関する調翫f究

②物理的性質－特に大き
さと重量

一
己

｡

苗木

①中層土について

BB

翼
9 ▲声

②二羽柿科類の稚苗の日
覆

③二羽柿科の発芽法

④苗床の給水

』

凶

次
い
・

の
つ職ク

栽
一
値

チ
期
て

⑨

⑩二羽柿科類の苗木の床
替準備について

床替

①容器（バケツ,竹ベラ）．
について

②篭鴇謡謹etifo"|
③チーク苗木の大きさ 1

④ﾁｰｸ苗木の罐時1期

ー

床替

①苗木の高さ

CC

②Casuarina類の床替 一
三

③チーク苗木の大きさ

④キナ類の滝

⑤チーク苗木の床替法｜
⑥チーク苗氷の植栽間隔

⑤蕊漂鑿遡誕…
造林地の撫育

｡蕊職巽u…の
D造林地の撫育 1

①繰箭iteS類の造林地

:悪蕊菫:鱒
④,Casuarina類の日覆

⑤,Casuarinaの給水

⑥雛roCarpu亀頚の植’

，

(1)既往の鯛議If究事項

A種子

＠発芽率な次の樹種につ

いて

"eUritesmontana"
GasSiaSiamia"
Dalber"alatlfOlia,
Diospyrosmollis,
Dipt"ocarpusalatus,

②現在の調査研究事項

A穂子 、

①発芽率について

①Casuarina,類の日覆

－8－
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遠藤：タイ国の森林と林業

E主要な樹種の開花結実
の時期

圃生灘に蕊け為林木の
G林木の樹高圭長

Hチークの材稜表

Iの鰡貫有望な外来種
CaS"riha,Eucalyptus,
Musa,Ohroma,Acacia"
CinChona"等

種の開花繕実

鏥ける林木の
’E畜瀞

②霊鶴溌撫yli- F生鮮に
③薪材として適当な識蘆 G林木口樹

について Hチークの

⑦チークとc率umina"
の麹*地の除草

③有害なImperata
Cflindrica類の疫除法

⑨A1enrites類の栽培法

⑲A1eurit"類の施肥法

⑪竹林の改良法

⑫CaSuarina造林地に於
欣る混農稼業

１
１

》
》

1

1

乱
ジ

1945～1949年に於ける木材及林産物生産量

一三一■＆.

｜(") (騨錨’（1948）

103,701 1 192,587 97,239
2,7禦 923 1,197

62 234 ”

12,560 17,694 10"381
26,264 38,582 . 22,503
1 l"425 16,092 9,516

102,764 172,060 1",796
180,384 234,863 135,535
22,265 33"850 19,934
2,013 2"124 1,859

34 105 86
、

. 42,592 137,577 56,499
2"715 1,753 969

159 ｡ 239 127

5,973 5J329 3,474

187,822f, 429,632 260,513

1,369,8591 1,355,940I 1,21],965
653,"91 6Sa,2981 582fZ85

1,052,2291 36,091 1 222,202
410 261 485

215,995 78,347 137,錘8

3 179

2 10 28

4,997,233 8,762,926 2事386,815

21,130"335 23,333,640 19,433,753
84,llb 79,023 252,774

278,409 2,638,773 1,847,761

253,181 360,311 425"a02
“2 450 72，63

2,734 15,791 5,371

‘%，』喝 ”''7"’ 2"'“

(19"） ’ （ﾕ"）

１

一

(1945）
１
１
１

１１
’

凸

’
泡
筥
」
Ｎ
』

項
一
木

ｒ
ｂ
■
’
１
１
１
１
口
０
ケ
Ｂ
０
Ｄ
Ｑ
ｊ
８
ｄ
■
■
４
Ⅱ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ

村
－

85，2鑓

1，7”

35

7,905

22’092

8，415

94"291

119,縄9

14"382
3，217

268

40,904

． 767

10

1’627

296,500

78"043

467

115

8，513

28，817

8,611

85，599

98，148

”,934

1,530

6

39,091

608

63

3,764

202,648

26，626

60

4

5，237

6，758

3，036

蝉,267

55，344

8,140

410

14

22，334

156

677

185,964

PhaYung (ｼ,ﾝ蕊) | :｡
チーク

Chingchan( " ) "
PtaDoo(カリン詞 〃

〃Daeng

l
TaBaek "

〃Tengkang

Yang(アピトン類） 〃

TaKhien 〃

InThaNin 〃

MaKlua (コクタン頚） 〃
〃Phluang
〃MayomPa

Kfiel2e 〃

〃Lumpho

その他の有用木材 〃

林産物
一一一一

薪 材 ]n3
木 炭 〃
Pentaceburmanica樹皮ピクル

．マングローブ職肢 〃

その他の樹皮 〃

CaeSalPinia香木 〃

その他香料木 〃

藤 〃

竹 類 束

タイマツ瀬 ピクル

アピトン油 IOK
〆‐マール kg
ウッド，ガム 〃

蜜． 蟻 〃｜
その他林産物 〃

Ｆ

一

一

コ

’

「

k

‐-－

1,248,972

656,956

11,495

216

78，492

10

5,458, 113

30,665,878

376,222

1,338,336

238,201

22，573

4，“1

168，158

223,736ロ
”
”
一
咽
一

３
１
１

Ｊ
夕
才

夕

１
７
９
０

５
７
７

８
８
２

1，

585,704

1,996

1,539

44,8Q5

も894

122

，380y7“
グ

,沁i,4ﾖフ

一’635,098{
337,911

768J176
432．193

2

19

２
２

7,835

551,095

809,602

9，153

2．178

742．514

2

964,719

3700

’
1．512

“’8”々
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遠蕊：ダイ国の森林と林業

A出版物及び記録 、

赫業関係のあらゆる有益な技術的文献蓑料の蒐集,編
鱈及びその配布の企画動誰進されている。

B森林植物及森林動物の分類ど整理

a"主産物としては

①森林植物頚の採集とその識別

②識別の困難なもの或は不明漆有用樹種の研究と記述

b，副産物としては森泳昆虫類の採集及識別に､ついで研

当面の実施計画としては前迷の調査研究事碩の外，更

に附帯事業として樹木園が各地に設畳言れている。即ち

Phukae, Saraburi州に於ける樹木園は将来，中部平野

の植物園に転換せしめる目的であり，その｛雌各地にも
うけら那亡おり，紳業試驍場も又これらの樹木園に併設
されている。

倒木材及びその他林獲物の調査研究・

19鶴～1949年の計画として次の事項簿蕊施きれている。

ご

星
木材及抹産物輸出数量（1“5～49）

蝿
》
｜

α
一
麺

一

単
位

一
岬
一
一

’ （'9"） （'9"）（1946） 3）

甲

、一ツ

, 18o,"21

027"8094

‘
1，11

24,_Z8

229,3岬
102,9"

30F283

雪1，

割452,4

蓋‘6，

164,｣

4，“
909,14'』

ツ｜

項 目

|,ミーツ|数最’数量｜バーツ｜数鐙｜バーツ｜数鍾 数量"ミー

睾
",591127,728,7

-3,229 1,401,5

ゴ｡圭:鰯
獺』ゞ

乳鰐割 ，司I

口■

蓉鋤’一一恥、銅‐！当訓制叫Ｉヨシ

1“

〆
』
陽
一

木 材

チーク

Yang(アピトン銅

矼泡Baek

Yom-hom
（ヂヤンチン御

PraDoo(カリン詞

PhaYmig(シタン類）

MaK1ua(コクタン類）

Phut

"ingchan
（シタン頚）

その他の宥用木材

林産物
‐
“
『
‐
函
Ⅶ
討
珂
‐
識
『
１
割
”
鋤
麺
諏
四
‐
１
劃
‐
Ｉ
「
‐
制
珂
‐
網
識

夕
，

〃
Ｊ

”
３
２
３
Ｌ
９
２
亀
＆
．
乃
此

二
斗
計
一
『
－
１
｜

〃

〃
〃

６
２
２
Ｌ

’

一
‐
ｌ
「
‐
’
－
１
１
１
－
１
１
「
‐
’
一
‐
１
割
－
１
「
ｌ
璽
〆
一
Ｉ
刊
１
１
１
討
１
‐
‐
ｉ
Ｉ
Ｉ

獅
麹
一
一
１
１
「
１
１
「
‐
一
‐
ヨ
ー
’
一
‐
１
１
「
ｌ
ゴ
ー
‐
洞
’
’
一
「

●

わ

Ｉ

汀
■
８
■
■
■
日
日
７
Ｈ
Ｆ
Ｄ
Ｂ
７
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
１
１
！
■
８
０
ｒ
Ｕ
０
Ｂ
Ｕ
Ｕ
心
・
Ｊ
Ｔ
０
０
ｆ
０
１
ｒ
０
’
且
Ｈ
Ｉ
Ｂ
ｆ
１
Ｉ
８
Ⅱ
』
Ｕ
■
日
■
Ｉ
Ｈ
Ｏ
■
１
４
Ｄ
ｆ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｆ

ｌ

錘
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

クピ
ル
″
″
″
″
″
″
″
〃
″
″
〃
″
〃

Ｉ

ｊ
Ｉ

‐
Ｉ
Ｉ z壼噸

55,435!85,180,"2176,915110,790,04g

3,,蝿4,.27｣8O949,54924,325,673
1

3I I,118! " 22,320

1 "』 ｡“封 ’鐙7.
7,6sd 229,3!44,352｢ 2z1, 128

17'5"i [, 102,9775,O" "4,037
657 30F283 1;393 52,885
5"’
657
1

4
一

1

4
－

1
685

一

弱
鑓

０
１

Ｑ
■
ｅ

６
８

３
８＆８

I

５８３１
１
言
『
１
１
‐
Ｉ
‐

6，

－

薪 |;夕’1木炭
●

樹皮

Gardamom(涛扱品） 〃 I
CardamOm(i変種品） 〃

Phtmgthalai種子 〃
｜

X"bim種子 〃

ダマール 〃
｜

嬢黄色染料 〃

樹脂ゴム 〃 ・

アピトン独 〃

藤 〃

｜：
球ラック

鋲イマツ油
一－

註；チーク輸出先は香港，

倒
剃
Ｉ
珂
到
城
Ｉ
副
詞
ｌ
掴
ｌ
埼
畷
ｌ
鋺
一

26，9縄郵
斜
割
剣

２
〃
〃
β

Ｉ
沼
塞
“７

63,471 5 140

1,299"-649

1,807

銅7,師6撫葛
107,7

122

8.露86

1

琴砂
討

:墓|‘。 ‘"暹'．〃 ，鶴。 “． ”'’7”雪 封"童"; ““｜

軍:; ,鰯|崎霧‘鰯|｣鰯' ""”．“4‘･職…州′,霞‘…

"~頚”｡．“"“112，| ，･9′ ，？ ”，“ ！‘ 82息ﾄ

ﾐ≦麗暴 _…7J

1，

－－

シンガ鑛一ル，日本，印度，セイロン，デンマーク，オラン渓，アメリカ。英国
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遠藤：タイ国の森林と林業

究恭すすめら訟亡いる。 C"木材乾燥潅一特に天然乾燥窪の研究

C木材利用 d，木材防腐法

aJ木材工芸 ①自然状態に放置されている木材の耐久力

①あらゆる有用木材の材鑑の蒐集及びその材の溝造の ②木材防腐試験パイ画ツトエ場の設立

研究 Dその他林産物の調謹研究

．②分類別に主要木材の解剖学的性質の研究 a"特種林産物の化学的経済的利爾の研究

b,木材の力学的研究 b,薬用植物の効力の研究調査

①テスト・ピースによる強弱試験 CJタイ国産植物から採集されるところの鋤旨ゴム，染

②特殊利用に供される木材の調査研究 料等の調査研究

］945へm949りこ於ける主蕊義入職察予算 単位Baths 7･ 長期借地契約
と特別許可制

ヘ
ジ

項 目 | 1945 1946 1 1947 194S | 1949: 1949年に於けるチーク

林伐採のための冨畷借地

契約件数はﾕ6,"EI許可

件数1であり，その地域
から生産されたチークの

量織84,221立方米であ

った。その他有用樹種に

ついては長潮借蝿喫約件

"5,f"僻可件数7で

あり．その生産量は］9,

800立方米と推計されて

いる。

8．森称の局部的

開発

山称局における林窮協

会(ForestIndustries

Organization)は，チー

ク及びその他樹種の称産

物の開発の義務左附与さ

れている唯一の政府機関

であり，山林局開発部に

併合されてある。この協

会はバンコック及びその

近辺に3つの製材工場を

所有して木材及びその他

林産物の集約的利用葱推
進3－るために他の林灌工

業詮指導すべく大1,,に活

動している。

誘罐協会Iこより1949

年に段溌鍾藍されたチー

ク材は42,492立方米に

達して1,,る。その他の樹

種の木材では2,981立方

米の鍾篭がなされ，その
大部分は協会自身の製材
ご鰯に於て処理されてい
る。 （未完）

毒
。？ ム 管 理

ゴム管理関係雑

チ － ク 税 l"
その他木材我

その他の称産物税

利 子(Premiums)

森林改良手数料

官材販売金 1，

木材及び林産物雑収入

ゴム造林地収入

ThaiTimberC;.LT聡らヌ 曇，
林産協会からの収入
一一

’7,"8,幻4‘‘898霞｡沖｡,"8･4'5,''8,2sig4,852,..．計

《
』

『
■
〆

〃
必

唾

号
ｒ 1945～1949に於ける主要歳出林誇蝉 単位Baths

一一一一

－

項 '"6 1 '94' | '948 1'9"’ ’945 1目

俸 給
一 般 支 出

森林(木材）の局部開発費

チーク樹の捲枯喪

チ戸 ．ク造林識

Nongteng林の改良饗

SatUlmangroneの改良喪

ゴム造林地の作業識

その他造林地

林産物調謙養

Chaibadam林の改良費

ThungphO林の政良饗

植 物 園 喪

チーク作業計画識

その他森林の改良作業菱

臨 時 支 出

計

768,096

1,420.醇引
弓

-1

1

諏
却
一
蜘
麹
錘
煙
極
唖
皿
恥
麺
皿
卸
唖
唖

〃
ひ
″
〃
〃
Ｊ
‐
‐
才
才
抄
〃
ｐ
〃
，
〃
夕

蝿
埋
睡
醒
哩
卵
忽
蛇
的
鋸
４
如
皿
”
率

６
１

２
１

707,494 768,0961

"7,6$ 【,0l6-Ol@|
j1,｡,雀"‘，”2,”

93,615 188,765
"2615 60,615

744 6

1

認
”
一

1,243
ー

「
．
計
「
一

可
如
鯛

４
４

塞
錨
麺
郵
蠅
一
一
一

２
８
８
９
０

〃
〃
虫
〃
我

２
２

〃
〃

７
８

２
９
９

７ ,85Q

鱒 一
昌
一
１
－
１
「
一

’
－
１
－
１
１
斗
斗
耐
「

，

一
一
「
一
一
卵９ｑ

｜
州

Ｉ
０
Ｌ
Ｉ
Ｏ
ｄ
ｇ

一
一
唖″２１

、

一

,｡-･sl40

2,22'|s,･17,31718,196,"91 ＆458参2“
－

！
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モの騨肘をうけて前記の順位＃こ狂いを生じているがこれ

は本懲9のものではない。そしてその残りの約晦％と

いうのが種認鯵のものに使用または那用せらる入ので

ある。即ち印刷用インク，靴墨，防水布,人造トリモチ，

蝿取紙，リノリューム，蓄音器のレコード製造材料，ワ

クッス，エステルガム，ベルト，写真ワイルム，ポマー

藤，電気絶縁材料，絆創膏，セルロイド製品,ゴム工業，

高級塗料，印､噸インク溶剤，浮真製版，油画絵具溶剤

及塗料，麦酒の醗酵材料，ビール栓のキルク下塗料，染

蛎用,香水原料,合成糠脳,‘合成竜脳,各種薬剤玖物
の焼き入れ，コンクリート工業，浮遊選駄用，陶器印刷

用，合成ゴム工業，その他の化学製品など上数えあげれ

ばきりがない程である。特挺最近我国管もテレピンから

繊維品も出るようになり，米国ではホルモンの抽出にも

成功したと聞いている。レモンを始め幾種かの炎重なる

薬品もつぎつぎにと出ている。また米国の各家庭ではベ

ンヂンの代りにテレビン油がさかんに使用せられ高性龍

航空機燃料にも使われている。先ずこんな有様で今後ま

すますこれを深く堀下げることにより大なる将来がこの

松脂に予期廷られているの透ある。吾国の専売公社でも

最近樟脳部長が3カ月間にわたり米国の合成障脳の現状

を視察研究せられし結果，試験成績も好調なのでいよい

よ工業化の第一歩にのり出すことLなり，工費2000万円

60坪の合成揮脳製造工場を設置することに決定し遅くも

明年4月頃から嫁働を予定しているということである。

わが日本は古来アジヤにおける「松の国」と称せられ

北は着森から南は九州の南端に至るまで，いたる処この

松樹の繁茂することは人々のよく麹るところである。こ

れ詮世界的に見ても米合衆国につく秘樹の多い鬮侭Eあ

る。しかるにこの職樹より出す松脂蝿反事業が今日まで

わが匡ではぼんど真剣に考えられたことがなく全く閑却

巷ら鮫,ていたと云わざるを得ないことI丸まことに遺憾

千万のことである。

世界における穣脂産業の職大なことは識者の既に知れ

るところであって，約一世紀の昔から各国で感んに行わ

れつ型あるのである。なかんづくフランスの如きは最た

るものであって，わが日本の松脂資源にくらべては僅か

に5分の1にも足りなﾙ､のにか上わらず，戦前に奉いて

1カ年14万トンという莫大な松脂を生議し，自国の需

要をみたした上に更にその半分の7万トン堂国外に輸出

し，鐙の卿旨工業の薙大なことは著名のものである。

米合衆国は年額50余万トンを生産して世界産額の約

60％を占め，特に第二次大戦の中頃よりはその郷旨工業

は急速の進展を示し，その研究と隆昌とは前に述べた如

く今やフランスを遥かに凌駕しているといわれている。

ソ連は約10万トンで第3位，其他ポノ‘1,ガル，メキシ

コ，ギリシヤ，中国，パキスタン，などLおよそ掻属

’ 二雲、■＝一麺モーー孟子畢也血壷＝,。

一
一’一

′

国謹松鰭の問題

林 省
一
一
一

一
二

日本は独立した。しかし経済的自立なくして真の独立

はあり得ない。海外震易第一主義も結構であるが，これ

は相手方の情勢如何によってどぅにもならない場合があ

る。特需や識特需防爾生産の如きも永久的のものではな

い。これらはともに一時的のものであって吾国の経済産

業の基礎とはならぬ。それにも増して更に大切底ことば

国内資源の開発である。

いたずらに国土の狭いのを託ってはならぬ，雲だまだ

十分に開発されていない国内開発があるのに溜意廷ねば

ならぬ。日本人はまず『日本を発見』しなければならぬ。

いかにしても倦しいと思うのは，意味なく捨てられて

いる日本の莫大なる郷識源である。これはわたくしの

寝てもさめても念頭から離れることの出来ない問題の一

つである。この掻脂が流るLが如くわが国の山燕から出

て来る日は果していつの頃であろうか2そしてその松脂
によって吾国が潤おされ櫛されて，更にこの松脂資源で

ある松樹がわが全土に栄ゆること･により，これがエネル

ギーの供給源となり平和日本再建の麹蕊をなすの日はい

つの頃であるか？ ・これがわたくしの蓋額である。
● ● ● ■ ● ●

わたくしは先ず，松脂の重要性ということより認､亡
見たいと思う。

松脂は，その用途がまことに広汎多妓であり，且つそ

れ力署人の文化生活には必須の原料として重要のもので

ある。それだから戦前においてさえ年額約3万トンのロ

ヂﾝがわが鬮に輸入せられたのであるが,これを銃脂
に換鎌すｵ1，ぱ約4万5千I､ンどなるのである。

用途のうちいちばん多いのは製紳目のサイズで全童の

約55％を占めている。第二の月謎は塗料である。ワニ

スの原料となるのである。一口に塗料といってしまえば

それきりだが汽車汽船の内部はもちろんのこと識捧薑
の内外，家具類，器具類，楽器，運動具等々その範囲と

激は広く多いのであって，また鵬底の塗料とも涯ってこ

れらのものに約20％も喪するのである。次が石鹸の10

％という順序である。尤も現在は価絡が高価であるので

声
rq■

一一

~
■

一
】

－
、

(筆者）神奈ノリ祭相模原町
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林：国．産掻脂の問題
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狼狽し，俄かに騒ぎ畠し官民あげてその生産に大童とな

り役場からは割当瞳まで押しつけて激励と強制につとめ

たのであるが，多勢が従事した割合に一向に多量に侭出

て来ようとはせず，戦時中最高であった昭和20年度終

戦の年に鑓いてさえ，全国で僅に2,700トンという貧弱

さ，直あり，見事に大失敗に終ったことはあまりにも顕著

のこと壱ある。

終戦となり，松脂採坂の強制が終ると俄然その生産獄

が半分以下の1,000トンに減少したこともまた表の示す

”ﾛ<である。そ弧以来幟僅かづふ増加したとは云うも

のL今日なお6，7，000トンという貧弱さであって，し

かもその大部分は戦後といえども自由にまだ輸入が出来

なかった力鶏に，引纈､て松脂の需要家や工業家i錘§山

に這入って採取して得つ坐あるものであると云うに至っ

ては，実にお話しにもならいものといわざるを得ぬ。鍵

に述べた専売公社の合成樟脳製造工場が竣功しても，稼

働に必要な原料資材の松脂（テレビン油）は専売公社に

蕊いていわゆる「業者の直営」で採寂し調達するか，さ

もなくば米国よりテレ‘ピン油の供給に依存するより他に

安全を鰯することはできないのではないかと思う。

「松脂」は，実は木材に優るとも劣らぬ重要なる盗材

である。処がそのことをづが日本では未含i分涯知らぬ

のである。木材より数倍の収益を先ずその木材収穫前

に，林主にもたらすものであることを林業家がこれを知

らぬ。だから借いとも思わずこれを捨て上顧みないので

ある。松脂窪生産すべき本

務者である林業者が,織旨
怠額

な生産する任務にあ為のを

樹の生育せる国盈毛は，それそ鷲t数万トンの松脂を生産

しつLある。南米チリ－国の如きはその重要性に鍵み松

脂生産詮目的として既に大面積砿二新に掻樹造林を行い，

将来の自給生産を麹待中とのことである。

第1表国産松脂統計表
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大東亜戦に入遙

終 戦
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ロジン・テレビン油の輸入斌並喉鐸第2表

年度’ （ロ ジ ン）｜テレビン油 ｜合計塞額一 卸ら廻り童る?_薙評■ ＝ 一由 r e上”鬼一一A≠ 毛→ 『

一日本の林業界の鐸盈たる人
2,584,0”円

燕の窮到といわる鎗力種2,257,000
有林の施議にさえ,松に2,396,M

3,208"000 つき「木材収入」のみをあ

3,818," げて「松脂収入」というも

4,374,000 のは全然獄上もしていない
"830,0m の鱈Gある。時涯は「国有林
7,736,00Q

の赤字」とい弓ことば多少
2,"8,0"

問題になったことはあって

も，松脂を空しく捨てLい

－ることが問題となったこと
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然るに松樹国と称せらる上わが日本は，第畷に示す をまだ聞かぬ｡実に斯くの如き憶態にあるのである。

が如く昭和工年頃までは嫁とんど生産は皆無に均しく 松脂は斯の如く蕊要なる原料誕材であるからして,世
その需要の全量を毎年国外よりの輸入に依存していたこ 界における松脂窪業の盛大なることは必然のことであ
とは第2表によって明らかである。 る。従って凡そ掻属樹の相当に生育する国盈では，各詩

支那事変が勃発して輸入杜絶するに到って始めて周章 相当なる保穫と助長の政紫窪採用して，その開発と進展
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林：国産松脂の．問題

を基礎として平衡価緒凌定め，この何％を即ち買上価格

と決定する。これは恰も我国のパリチ芦計算に依り米穀

価絡を決定するのと同じ穣な方法であるとのことである

かくの如きものであるからしてこの買上価絡は霞た一

面には松脂のr最低価格」ともいうべきものであって，

従って1嚇誹腱持政策をも兼ね行うものであるのである。

これ以来従来の危険性億全く消散して米国内では頗る安

定性のものとなったので人為は安んじて採取に従事し得

ることLたったのである。且つ弊害等の介入の余地も少

くなったの壱，世界の何れの国よ、りも米国は生耀コス1、

の“､ものとなった。

また米国政府は，この買上制度を実施するに伴い，遂

に一種の「松I誇庫業」ともいうべき処にまで立入るこ

と坐なったの壱ある。

斯くしてこの制度の実施以来その効果は甚だ顕著であ

って生灌量も増加し，自由貯蔵量は漸次減少しこれに対
･ ● ● ● ■ 申

し買上貯蔵麓は漸次増加して1950年の蔽隷蕊に依れば

買上貯蔵量は全貯蔵猛の実に84％に達しているとの事
である。

次は世界第2の生産国である仏国であるが，この国の

松の森林面積は決して大なるものでは厳い。米合衆国に

叱較すれば実に100分の1腱も足りないのであるが,それ

が「松脂」の生産歎においては現在は米国産量の約8分

の1といわれ，戦禍を受ける其の前までは実に約4分の

1といぅ比例であったのである。このフランスは米国南

ｵ蹴争の為に輸入の止つた頃より大いにこの松脂の重要

性を認め｢法｣を制定して採取を励行せしめているので

ある。この国では松樹は約60年の輪伐保続的作業を行

いそして松脂はその伐採前約30年より必ず採取ほ開始

ぜられ甚だ注意深き永続的の採取扱いを行い，また間伐
木に対しても20年生位の細い樹にさえも殺壷渋を行っ
て松脂の採取を見逃がさないというのである。彼の殖民

地仏領印度支那庭おいては，それ蝿鐵と中部地方の1

部分に僅かにある掻樹資源であるが，それをさえ夙に

「法」を制定して松脂採取を行わしあ，しかもその採賦

法までも限定して，炎源保謹に努め仏印人に採脂をやら

しめ，戦前にはこの仏印からだけでも年冷数千屯の松脂

産出を見たのであお･仏国の生産蛍の犬なることまた故

なきに非ずと恩5のである。

な蕊同国では戦禍の為め一応は城産に立到りたるも戦

後は捲士重乗以前にも増して保謹と助成の政策をとりつ

つあるもの上如く，最近ｽ手ぜし盗料に拠れば，政府は

その管理のもとに,松I誕合協会‘と郷旨生産組合とを協

同にて運営せしめ1951年度Iこはこれに17億門をその

助成金として支禺し，大要次の如きことを営む経謹にあ
て上いる。

と逹計りつ上あるのである。

世界各国の松脂産業に対する政策

先ず世界最大の松脂産業国の米国であるが,最近の米
寅松I識鵬誌「ネーパル，ストアー，レウイユー」及び米

国農瀦省報告によれば，全国では農務省に生産監理局を

設けて，生産保護条例を制定しその内の松脂規則に基い
巳 ● ● ● ● ●

て，「掻脚の政府買上制度を実施しているということ

である。

この制度の運用に就ては,毎年1回若しくは数回,必

要に応じて｢商品金融公団｣をして畷脂｣の政府買上
価絡を決定せしめてこれを発表し，生産者中の希望者に

何時でも自由にこの発表価絡毛，しかも即金でもって買

上げるというのである。そうして政府は，その「松脂」

をある期間中倉庫に保管して市況を見てそれを放出する

というのであるが，しかし，その間に若しも元の売主で

ある生産者が，定められたる謝間内に，その買上げて貰

った品物を，買戻しを請求しに来たならば喜んでその買

戻しYこ応ずるという仕組となっているとのことである。

そしてその場合には，買上げの時に支孤つた僅少の「運

賃」と買上後に拳ける年3分の割の金利だげを「保管利

息」として政府に支払いさえすれば,それでよろしいと
のことである。

抑もこの生松脂とい5ものほ，この生熊に従群する人

達は前年秋冬のうちから準備作業にとりか坐り，翌年晩

春の頃を待って愈なその痢旨作業に着手するのであるか

らして，その間が相当に長L,のである。そこで従ってそ

の間の生活菱に苦しむのである。その上に，元来この松

脂というものは他の一没の農産物や林産物とは慈潅その

趣きを異にし,生産者自身が直接これを自家用として使
用したり，また食うたりする.ことの出来る性質のもので

ないからして，どうしてもこれを金に替えてその金をも

って我家の生活に必喪なものを他より買求めれば巌ら胴
のである。手から口への人達であれば勢い売り急ぎをす

るのである。だから生産盛期には時に法外の安値を呼ぶ

こともある。が,･また，或る関係からして，時には甚だ

暴勝することもある。しかしか上る場合，生産に従事す

る人為はさらばといって速急に直ちに増産するという訳

に乗らぬのがこの生松脂というものL性質である。その

ほか幾多の特殊性を癖つものであるからして，常に価絡

の変動力熱しく従ってその間に弊害が生じ易く，即ち危

険性の多いものといわれて来た。米国では〕壁麺0年間

これに非常に苦しんだのである。そこでそれを知った米

国政府では”34年に遂に価絡の安定と採寂労務者の保

謹の目的を以てこの政府買上制度の制定を見るに到った

とのことである。

買上価絡の決定は蓬だ慎重に行わ乳，当時の物価指数

一
一

一
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林；国逢松脂の問題

1．見習採取人の養成に対する経巽の補助と奨励金｡

2．採取人家族に対する手当金｡

3．森林火災其他不慮の災害に対する救済資金b

4．松樹林の保全資金。

5．私設綴I珊究事業に対する奨励金。・

6．蒸溜収率の審査とその奨励金。

また連合協会筐は予めその時季により生掻脂の買取価緒

とその蒸溜蝿とを決定しこれを一般に公表して，この事

業に従事する人為に安んじて専心し得るように仕向けつ

つあるとのことである。この政策は米国における政府買

上制度に準ず-篭もの上如くである。 ‐

次ぎはソ連である。この国のことは近年は信拠すべき

何等の盗料報告等が無いので判然はしないが，知られて

いる範囲内においては相当臆大な愚資源森林を持ってい

る。然し気候等の関係より他国に比較して採喉不利なる

ことは免れないであろう。それが原因であるかあらぬか

兎も角も長らくの間鋤旨の生産量は甚だ微掩たるもので

1926年度には僅かに425トンという小さな統計数字な

見るのである。即ちそれまでは大の松I識入国であっ

た｡処が帝政ロシヤがｲﾄｵI,ｿ.ウイエツト政府成立以来当

局者がこ上に目醒め「松脂」を彼の5カ年計画の1部に

加えて励行するに及んで,俄然驚異的の増産振りを示し

その､5カ年計画の終りには実に一躍して157倍となり，

更に第2次5カ年計画の終り1937年にはこの時すでに

正確なる数字は知るによしなきも235倍約加万トンを推

定されるまでに躍進振りを示しているのである。そうし

てその後の継溌もまた知るによし無きも引続き或る程度

の適更は見つ上あるもの入如き梗腿があ愚。恐らく今日

では仏国を凌ぎ米国に次ぐ世界第2位の大生産国となっ

ているに非ずやと推測せられている。
グ

葡萄牙国において朧仏国と相前後じて開始せられ，以

一采相当の発展を見た｡併し大戦や其他の影響を筆けで盛

衰はあったが，常に6，7万トン左上下している。同国

においても榔誰業は公共団体主義により「ケレミオ」

と称する協同組合の女禧ものと「ジユンタ」と称する中

央会の如きものとにより行われ，いずれも共に政府がこ
れを管理せるものである。

オーストリヤでも法律で松脂採取と植林とを規髭して

いる画其他，西班牙二，ヌギシコ，ギリシヤ，瑞典,印度，

パキスタン，俵太利，インドネシヤ等凡そ松脂を産出し

つ上ある国盈では各鳧相当なる施策が行われつ上あると

のことである。．

最後に特に注意すべき朧吾国に最も隣接せる国，支那

の松脂の最近の動向である。従来は，年産約25,000 1、

ン瀧生産され来りしとはいえ，その松脂は頗る晶質不良

にして，市場においては殆ど問題とならなかったほどの

劣悪のものであったのであるが，それが国民政府が騨也

中共政府となって以来，ソ連より技術者入り来り，採賦

技術は改善せられ，精製鐵膨噂にソ連式を採用し指導す

る筵と異なり，面目は全く一新して品質も優良となり'･

広東を中心に統為と集荷極られ，昭和26年度には英国

に向け輸出せられたこと左聞いていたが27年2月には，

それが香倦を経由して我国にも輸入せらる上こと坐な

り，以来品質もいよいよ均一優良のものとなり漸次増加

して12月現在既に2,000余トンの輸入職に達したとの

ことである。これは吾が国産松脂事業にとりて実に油断

のならぬ強敵であると思わるLのである。

「松樹国」日本と，その松脂産業の実情

敗戦後の吾が日本は，4ツの島に押込められたとはい

うもの坐，それ壱も米国に次ぐ松樹の多い国柄であり，

アジヤにおける「松樹到には礎りはないのである。北

は青森より南は九州の南端に至る処にこの松は繁茂し，

従来は兎角に軽視され勝ちであったのと，伐採跡地の取

扱いを誤った秒鵯あに，再び松樹林となることを得ずし

て荒廃したりまた雑木林になって仕舞って，現在では大

分に極樹林面積が減ってはいるが，それでも仏国に比例

すればな鏑5倍以上の郷旨費源林があり，従って相当の

蓄材積があり，これより毎年伐り出されつ坐‘ある松材は

鰯a約450万立方米であるといわれいろ。気候はソ連の

如く寒冷ではなく，林地も西班牙，メキシコの如く高冷

嶮岨，人里遠く聞諏し不便の箇所には庭って少<’寧ろ

部落に近接せる処の林野に多く繁茂しているのである。

かくの如く吾が国は，黄源的には頗る恵まれた素購ら

しいものを擁しながら畷1割の生産は今日なお1万トン

にも達荏ず,資源の大部分は眠っておるというよりも寧

ろ毎年舞為捨て蝶顧みられず,国内需用の畠験は外国よ
りの輸入に依存しつ上あるというのである。しかもその

辛うじて生産する掻脂は工業家である処の街の需要者達
が中心となり，戦時中から引続いて自ら人夫を調らえて

山に入り，いわゆる「業者の直営」により産出せられつ
つある処のものである。

我国の松脂の産業は実は南洋諸国における「ゴム」の

如きもの，否これ以上のものであると私は思っている。

なぜならば,若しも其剣に開拓せらるLならば,唯に莫

大なる「掻脂」が生産巷らる坐のみならず，その経営が

合理化ぜられ弊害力誹除せらる奥ならば，その生産識は

世界いずれの国よりも遙かに安価に得らる上可能性があ

るのであるからして一このことは後章にて詳説する一共

暁にはまず吾国の各種工業の原料にこの松脂が潤沢に加

用筵らるLことにより，各種産業とその製品とは好影

響をうけて一大飛躍が予期せらる坐のみならず，更に

（20頁下段へ）
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’
るな得策とし，伐期の早い小径瀞を目的とする垂木総立

の嫌な場合は一段に挿穂によっている。

古くから挿穂や擢種によって品種の改良に不断の努力

がなされてきた｡現在固定品種として考えられているも

の漣「白杉jと総称される「本白」「峰山白」「鬼灯白」

の3瀧類と「芝原」とがある。しかして白杉は挿穂によ

り芝原は侭とんど播種によって義歯することにしてい
る。

太白と芝原は丸太仕立に，峰山白と鬼灯白は垂木I士立

に一股に用いられる。

b)造林

台杉は一度殖付けたならぽ鰄農は膨鍾鎌をなし,何

回でも繰返し伐採す-るものである。適地の選遷について

は北山地方においては古生層のよく肥えた二I胴の谷筋を

可とし，地辮ド良と思われる山腹の上部は主としてアカ

マツ及びナラ，クリ等の広翼調の天然認iを行ってい

る。維織本数は垂木仕立の場合4,000～5,000本を梼嘩
としている。

c)手 入

新準4～5年間は毎年2回，6月と8月に~ド刈を行

う。5～6年目に第1回の技打を行い，その後は隔年に

行いユ2年目頃第1回の収穫左する。

d)伐採と萠芽tt立本数

垂木仕立の伐採は初代15～16年，2代17～18年，

3代18～ｴ9年に行5と淵嬬「北山台杉」に記されてい

るが，最初の梅蔑木の伐採の時期は地位によって変化が

あることは事実で瑚立中の所に諸いては18年位力轄準

の職に考えられる。

末口の周囲4～5寸，長さ10尺に達したものから2

年目毎に逐次伐採をすることにしている。

1町歩当りの株数は4,000～5,000と考えら池この

株より1町当りの仕立本数は地位によって相異･するもの

である。中攪鋤においては坐500雑度を湧準としてい

るものの様である。淵端｢北山台杉」には1株当り砿芽

本数は初代目3～4本，2代目5～7本，80~90年生に

おいては10～15本と記されているが，この萠芽仕立本

数は収穫本数を猟えても過大なものである事紘明らかで
ある。

錐者は現地で台株年数150年程度と聞いた台探4本に

ついて調査した所，1株当の既往における伐採本数は夫

夫8本，8本，9本，9本看，1株の現在萠芽仕立本数

は3本，1本，1本，3本となっていた。

この時台株年数を生長錐によって測定すれば，その収

礎方法が適確詳細に判明されたのであるが，この調査が

出来なかった。

2代目萠芽本数5～7本とされているが，伐採木を入

れて考えても，このユ株当萠芽仕立本数3本として伐採

木2～4本となり，（瑚親く2本は表2より頷かれるが，

Ｆ
１

友

北山台杉の經営につい

小松頑三
’

一

1．まえがき

北山台杉の沿環については室町時代茶室の建築に盛ん

腫利用さ江，それより経営方法は漸次発達したものであ

ろうと考えられる。

北山合杉と吉野林業との関係については明確にされて

いないが,吉野制業の発祥は奈良潮時代であり，北山台

杉ば室町時代に発祥した事は明らかにされている。

この様な関係からすれば北山台杉の経営は吉野林業よ

りヒントを得て，今日の穣な独創的特殊林業を作り上げ

られたものと考えられる。

吉野林業においては周知の様に密植して，同一林面に

おいて勃令時代は垂木として，桂令時代は鹿丸太として

間伐的収穫をなし，犬材生産を窮極目的の主収穫として

経営を行うものである。然るに北山台杉はこの経営を分

解して，夫埼異なった林面において垂木仕立と丸太仕立

との経営遊行弓ものである。

勿論この2つの異なった経営は夫狩の土壌立地要件，

気象要件に最も適した方法で行われるものである。

北山地方には農耕地は皆無で林業に専念して生活して

いるものし職る。従って農作物や庭木を作る様に立木を

大切にして，その手入等の労力をおしまず喉加える所が

特異的であり，叉誰窓が漠倣出来ないものである。

筆着は京都府の厚意により中川地区を訪ねて現地調査

をなし,北山森林組合長吉田英一氏より北山林業全股の

‐参考事項詮聴取したものでありここに深謝の意を表す

る。叉京都府騨溌課梶山技師及び今西，山本両氏は垂木

仕立の現地編査の貴重な参考資料を提供下された事左厚

<感謝する次第である。

こ郡より就中垂木仕立の経営について述べようと思

5．

2． 台杉経螢の概要

a)苗木の菱成

苗木の養成は北山地方においては播種と挿穂とによっ

ているが，大材生産をする普通の林にあってば播種によ

演
望

L

一
・
三

(鍔）林野庁計画課
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伐採木4本となると2代目の18年間に3本伐探す-るこ
ととなる。即ち1株につ､虻6年に1本宛伐採した事に
なりこの7本は明らかに過大である。

地元の蒲誰諸の言と表2とより常識的理論力も推察す
るにこの1株当り萠卦諾生本数（伐銅くを含む）は初代
の末期に鐙いて3本，2代目末期において5氷，3代目
末期において6～7本程度であろうと描鐸さMしる。

3．垂木仕立の本数推移と材積の算定

本数の推移については雑誌｢北山台杉」及び林業試験
場京都麦場，細井守氏調査による垂木収謹本数表を参考
として調整した。

即ち初総仕立本数4,500本の中18年間に4,000本を

漸次一定の大きさに達したものから伐採するものとし，
○

伐採木を台株として2本宛2年間糎摸層的に仕立てるも
のとした。

2代目の4年後より450本宛伐採L,その2年後に先

と同様に伐採木1本から2本の萠芽を成立さぜるものと
した。

而して大約1株当り平均萠芽旗立亦裁3本に癒る時点

より町当り本数を一定させる嫌にした。即ち表2の台株

年数“年より伐採木1本に対して1本の萠芽を成立さ
せる様にして町当り本数を13,450本とした。

更に林木の成長関係その他詮考寵して4代目より隔年
毎の収磁本数を400本とした。

次に材積の算定は各令階の林分が法正状態の複層林惹
なして鎧るものと仮定して，垂木の規絡その他現地の調

査を考慮して林分本数が次表の様腫6階級に均等に成立一
しているものと想定した。

表ユ

として完滴度61％を求めて，表1の各径級の各元口直
径に対する完満度より夫狩10尺の末口径を計算し，前
同様にして夫為0．01石，0.006石，0.0036石，0.0021
石途算出した。

而して表1の各直径級の材獄合計0.038石を算出し，
更に林分材積は表2における各令階の林分本数の6分の
1を求め，0.038石を乗じて算出した。この嫌にして垂
木仕立の本数推移と材積を示せば表2の通り宅ある。
表2の成長率催伐採直後の材積を以て2年後の伐採演

前の材積を除して算出した。

北山に話ける垂木仕立の方法は勿論一定規格を具備し
た本数の生産を主目的として剃分材積を念頭侭入れてお

らないものであるが，参考迄に材獄とその成長率左算出
してみた。

然し台採の根の旺盛なる萠芽力によって，優良品質の
垂f郵數の生産に重点左おいていることは論をまたな
い。

又細井守氏調査の収溌本数表を比較のため褐記すれば
次の通りである。

■

一
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。
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樹高 4．垂木仕立による收入の計算

a) 1町歩当り金員収入の計算

中川町の吉田氏によれば生産地価絡は1尺20円とい

う事であるが,東京市場における粗悪なjる垂木1尺20門
で，上等のものは40円以上であるという。

この事力もすれば北山における垂木の生産地価緒は少

くとも25－30円力津当の所であろうと考えられる。

叉吉田氏は垂木4本と磨丸太1本と同額であれば採算
がとれるということである。

今1尺25円の垂木としで表2の麓に収謬十潟と壷2

"’ １
１
Ｉ

表1の各直鍔汲の材種は垂木tt立の特異性があるの で，上等のものは40円以上であるという。

で，材鍵蕊によら壷蓮木の観絡を考慮して，元口直径 この事力もすれば北山における垂木の生産地価緒は少
1.65寸のもの10尺の末口1．0寸として中央鏥職を くとも25-30円力津当の所であろうと考えられる。
求め，この材積は 叉吉田氏は垂木4本と磨丸太1本と同額であれば誘覗
形γ2×ﾕ0尺÷10＝0.01424石．…・…・・・・・・・…（1） がとれるということである。

報糎謝は門錐体として計熱し， 今1尺25円の垂木としで表2の濠に収鱈すると表2
冗γ2×8尺÷3÷10＝0.052元×8÷3÷10＝0.002石．．(2) の金員収穫力現込まれる。

材職"＝(ﾕ)＋(2)＝0.0ﾕ62石とした。叉この標灌木よ 次にこの表2の槌な収入ガ錫るとして，用材との比絞
り元口蔵蚤1.65寸の10尺の末口藺涯1.0寸 のため40年及び60年後の後価合計意算出してみよう。
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即ち貢租Rが､年の終り毎にn回入来する時の後価合 叉同様に表2の台株年数20年より60迄の後価詮求

計式s;,=R(i:職笥藝に蕊いて羨2の合辮縞数18 麺るにR=11｡3万周
年目の後価を求めるにR=10万円, 1n=2n=4年とな･ m=2 n=17となり S"3=700万円．．…･･ ･ (3)
り10（0.7182)×6.903今51万円こ恥に となる。

18年目の画妾収入60万円を加えると111万円．..．(1） 次に(1)式の111万円の台橡年数40年迄即ち22年
間の縄面は〃=7% ri=22となりとなる。

同鋼ごして表2の台株年数20年から40年迄のS" Sw3=V､1.0p"=491万円……...….……･(4)
を求めるとR=11.3万円 債職にﾕ11万円の合篠年数60年迄即ち42年間⑮後
m=:2n=mとなりS,',=222万円．…・…･･(2). 価はn=42 SQI4=V×ユ0P'&=1,903万円.….･(5)

、

となる。 となる。
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小掻：北山台杉の経営について

即ち表2の金員収礎の40年の後価合計は

(2)十(4)＝713となり．．…・…．…．．．…：.．．（6）

60年の後価合計は(3)＋(5)＝2,603万円となる.（7）

b)用材林経営との比較

一般用材林との経営比較をするより寧ろ丸太仕立の台

． 、株作業と垂木仕立の作業との比較をし様と思った｡然し

近年北山地方Iこおいては丸太仕立の台株の経営より一代

限りの新植更新による丸太t唾が一般に稲つれつLある

現状であり，叉その台株経営の適当な林がほとんどなか患

ったので,本項に鱈いては椛識による一代限りの談I大仕

立のﾎ腸の標準地調査を行った繕果とj鐵することにし
た。

今北山丸太仕立の林令型年，植栽本数4,000本，現

雫 在本数3,000本の林分の標準地調査の結果を示せば表4
－

の通りである。

即ち1町歩当りの材積は28,919×60＝1，735石となる

今利用率75％として素材滴を算出すれば

1,299石…・・・…･…・……．．…………（8）

となる。

しかして鱈丸太末口5寸の長さ'0尺とすればその勝

樹ま0．25石となり，又同穣に末口4寸の材積は0.16石

となる‘即ちこの規賂のもの右当り4本愚6本採材され

る。今鱒丸太1本仮に千円とすｵ1,ぱ石当り4,000円乃至伊

6,000円となる。

即ち暦丸太素材石β,000円と，すれば(8)式より’町歩
め当り約779万円．･･ ･ ･ ･ ･ ･（9），石5,000門とす‐ｵ1，ぱ，宝

“0万円．…･…“)，石4,000円とすれば，520万円.・

・・・・・・(11)となる。

の方が有利である｡

次に60年の場合を比較するに（10）式の20年間の

後価合計は利率7％として2,273万円となり，（9）式

の溺合2j633万円 (11)式の場合1,837万円となる。

即ち60年生を比較すれば糖哉による丸太仕立は（9）

式の場合垂木仕立より僅かに有利であるが（10)，（11）

式の場斜ま遥かに不利となる。

（779万円の40年の前価52万門の20年の後価201万円を

2,273万円及び1,837万円に加えても2,603万円より小
』

である。P=7%) ･

しかして叉丸太仕立の場合の枝打その他搬出関係等婦

女子の労働に困難な因子を含んでいることと，苗木の養
成のための経菱を別に必要とする。加うるに北山地方に

おける丸太仕立の可能の適地は極めて僅少である。然る

に垂木ff立の台杉は北山地方の立地に広範に適応してお

り，採算関係も余り劣らない。叉婦女子の労働に適して

おる等の関係で北山地方で広く経営されているものであ

ろう。

最銭に一没すぎ林と比較するに，森1縁必携の内地一

般杉の1厘穫表3等弛40年生の獄穣は1,850石 60
年生の場合2,866石となり，利用率75％として，石当

り佃端3,000円’3』500円とすれば40年生で416万円

60年生で1,003万円となる。即ち雪竜佳立は一織杉用

材淋と比較して遥かに有利である。

c)北山台杉経営の収入の計算 ・

本項は表2の収嘩“ひ金員収入の見識りを吟味す

る意味において中川町の鍵夷の森休腫引用して平均一戸

当りの価格と対比することにした。 ・

中川町は北山台杉の中心地で台杉経営の面積約407町

歩，鈩数115戸である。

台杉の垂木仕立と丸表仕立の面溌こついては明らかに

されていないが，現地な雲銅した直観からすれば現在丸

太仕立は2割程度･奮ある畠と考えられるので，丸太仕立

の面積を80町歩,垂木仕立の面積を327町歩として計

算することとする。

今表2の様に60年生まで均等に配澄しているとすれ

ば327÷60＝5.5となる。即ち表2において60年隼

⑳収穫本数型,850本となり，327町歩ではこの5.5倍

の大約82,000本が毎年収礎されることになる。而して

垂木1本の価格を250円とすｵ1,ぱ毎年の収入は2,050万

円･･･…（12）となる。

叉丸太仕立の80町歩では40年伐期で毎年2町歩宛

蝿采が可能である。而して表3の収穫を想窪して暦丸太

の末口4寸，長さ12尺とすれば材糠は0:192石となり，
1石当り約5本となる。1本の仙噸を1,000円とすれば

表4

一

＝

蕊材微備 考本数樹高
nl m@I mS

1 21.5 0．37 0.37

5 19.8 0．29 1.45

9 18.2 0.22 1.98

9 16．5 0．15 1_35

16 15．0 0. 13 2.08

6 13．2 0. 10 0."

2 11．6 0.07 0.
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即琶ブI大仕立の台杉の石当り価溌6,000円の場合は(9)

式となり，垂木仕立の40年目の後価合計(6)式7週方

凋より若干有利であるが，(LO), (u)の場合は垂木ft立
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小松；北後舎杉の経営について －

で簡単な調査を行い，速急に駁纏め，北山台杉はどの様
な取扱をなされ，叉どの様な収閃､力畔5ものであるかを
不備ながら駁鵜めたものである。

古い台株の年輪調査とその一定年数に鱸ける伐根によ

る伐採木本数と現在の萠芽成立本数の調査及び台様の各

令階に籟ける伐根本数合計と萠芽fig立本数との標準地調
査等の基礎調査を精密に行わなければ台杉の正確な収護
表は勿論作り得ない。 。

この犠な基礎調査を行矛,ず北山台杉を論ずること職，
どうか座痛惑するものであるが,北山台杉の轆患につい

て一段の溌識が一般に深められLぱ零墜と思5．

収穐の計算には北山地方の特珠事構に鑑みて,進淋
費,撫育饗,搬出費,伐木造材加工螢等総て鍛内労働で

行うものとして,全く零として計算したので一応断って
おく。

最後に北山台杉の特徴を列記すれば次の通りである。
a)垂木仕立の北山台杉は材蹟成長鞍抑制して，本末

同大の無節の僅良品潅生産目標としているので，材糠成

長は表2の鎌に累計で40年生で192石，60年生で295

石に過ぎないが，その金員収入は前述の様に一鼓用材林

作業より.非職に高い。

b)比較的小面校においても毎年保線的に伐採が可龍

である。

c)北山杉就中垂木仕立の北山台杉はその作業,搬出

等家内婦女子の労働に極めて適しでい扇。

d)品質優良謹珍重される。

e)その作業が最も集約で》中川地区は農訓馳は皆無
であるが，家内労力を満度にむらなく利用される。

石当り価端5,000円となる。（10）式より1町歩当り

650万円と濠り2町歩では1,300万円．．……（13).と
ぽる。

即ち中)il地区の北山台杉の画資407町歩ではその収入

額は毎年3,350万門となる。

即ち1戸当り平均収入は29万円となる。又115戸の

内木材業渚23戸あり凋叢経営者92戸とすればこの1
戸当り平均収入は毎年35万円となる。

しかして中川地区に鮨ける一綴め普通陳の面穣はこの

外に可成りあり，叉大口森林所有者への林業労働粒提供
することによっても収入が見込まれるので恐らく平均35

万円以上の収入があ患ものと毒.られる｡

即ちこの地帯には鐙I鋤は皆無であるが,生活状態は

安定して､､る。

即ち本論中の垂木の価楯及び癖丸太の価緒は極めて妥

当と考魚られるものであり，中川町の林業経営の実地に
これ存適応しても，その1戸平均所得額と生計溌等から
考えて無理のないものの雛透ある。

更にこれを換言すれば価柵の妥当性を前提とした場

合，表2の収本数獲の想定は現実の経営と近似している
ものと考えられ，表2は或程度信頼出来るものと思う。

寧ろ撫誌｢北山合杉｣及び表2種理論的v噸察すると
き，表2より収痩本数は多少上廻為場合がある嫌に考え
られる。 、

5．あとがき

北山台杉にについては雑誌｢北山台杉」及び品種その
他の研究が行われているが，北山林業がどの様に経営さ
れるかを技術酌に解明した報告がない。

勿論その収穫表も発表されていないので，筆者は極め

全

ー＝

琴
一

‐

F■

一

塵麿昌

一

■

（15頁よりっ壁<ア 一 いう莫大なる年額の松脂は生産し得らる上筈である。外
雁卿としても優に国際競争に打克って国外輸出の可 国より原料詮あ詣輸ハエ産業も結構であり’観光日本も

能性が蕊待迂らるLのきある。また最近の米国でほこの また結構であるが，わが国土より出で上それに栄ゆるも
松脂,特にテレピン瀬の､j焼は*鱈のものであって，貴 のを原料としそれを基礎とする産業と経済は更に根強く
重な為薬品やその他のもの勃軟ぎ次ぎにと抽出や製出さ して重要の､のであると思う｡然らばその暁には国内需
れているとのことである。これはかの化学工業として素 要濫の自給位職もの典数ではな-く，米合衆国に次ぐ職界
晴らしい発達をした．戸ル女一ルにも似たる将来を有ず 第2位の松脂生産国となり大の「松脂輔出国」となり得
るものではないであろうか。実にかふる希望の大賀源が るのである。

塞国に天より与えられて,他国の追従し龍わざる好条件 然らばかふる貴きしかも大なる害国の資源が,何故に富．

を具備して－これも後輩にて改めて詳説する－全土 不振の艦で今日に立ち到ったのであるか？ これにつき

に渉り欝蕎と繁茂しているのであ為｡裕膵24万トンと 更に稲を続けで論述することLする。 （未調
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した目的は半ば遡戊されたことは事実であろう。

この附近恢習林の，30年生位の生長の良い，スギ造純

を含む28，29，31の3個緬圧の経営は，台湾鐸から

切り離して，林産管理局力喫佇ｻｰること･になっていて，

現に間鍔業が行われつつある。終鞠愛28林班の遺体

地を]gha皆伐した部分もあるが，その跡地は既に維職
を完了している。

この皆伐地に引続いて皆伐が行われるように予定され

ていたそうであるが，邸副局長ガ轆洲から戻って勿狩そ

の計画案を見て,断然間伐に変更さ種たといり｡桟術者の

良心的な裁決によって山力敏ｵっ郡たことは愉映である。

最近の調査によると，大体30年生のスギジ齢ド地で〃

1等地750m3 (11=22.5md=34cmn=871本),

2等鋤500m3(h=18.2md=27.6cmn=1024本）

3等鋤170m3 (h-雪理.5md=".6Cmn=1,565本）

という成績らしい。

育ち確りの時鋤こ，戦争中電間伐が出来なかったた

め，坐良勧畳'一分でない憾みはあるが，仲為立派な造林地

である。27年生で胸高直経36cm,櫛笥25mに途する

侭噛もあり，幹の｣二部から気根を出して，壇燕なる生長

力を示し，且.つ，この辺の気象条件を物誇っているもの

も見受けられる。

第1回の間伐を終戦後に行っている｡こ典でZehngraff

氏の主張する間伐法と，邸,大和田両氏のいう寺崎戎間

伐法との現地討論力戦わされた話を聞いたが，結局実行

ほ，寺崎先生のB種間伐に落ついて実行左進めつつあ

る。私に見せてくれた30年生の第1回間伐林分の2，

3は，樹高18～22m,ha当り蓄識400～700m3の範囲

のものだったが，概ね本数45～50％，材積25．％前後

な間伐したものであった。

台湾の造林地の間伐について経験を持たない私の批判

は控えねばならないが，非常に良心的胆行われているこ

と，犬圃調和のとれた林が出来ていることだけは看取出

来た。この分なら5年の繰返しは当分つづけ得るであろ

う。この話を後日Z氏に話したら．自分の考えはよくな

かFつた壁，あっさり言っていた。‘‘良い山をのこす，，心

新齋主山

台 湾行 (4)1

軽

一雲

縄
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松川恭佐
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9月19日金晴・午後溌霧阿里山

今日は阿里山滞在の日.唇ある。倶楽部の前で，請われ

るままに，進まない気持を奮って，スギの記念植樹をす

る。

先ず通称次イヤモンドという方面へ向5．小面積の紅

檜天然更新地を見て，尾根越しの，元東京帝国大学演習

林に属するスギ造林地を見る。こLは標高|2,000～2,300

mの地であって，松令のスギ造林地を距てて，新高山

（玉山)-37950mや北山の山座群力詣呼の間に展望でき

る。新高山の山頂附近は物凄い岩壁らしい｡､入林許可が

むFiごかしいために，終戦後，新高登山者は殆んどなく，

一

1～2組の学生達が，登岳を試みただけで

登山路はひどく霊諾しているそうである。

私が17年前このダイヤモンドを訪れた

とき,東大演習林では，舌【暴な天然林の皆

伐が行われているのに驚いたが，今見る伐

採跡地の約半分は，かなり立派に整備され

たヨシノスギの造跡地に変っているのはう

れしい。これが必ずしも，最良の力i鐸経過

であるとは信じ戦しないが,演習林が企図

t

(筆者）本会理事長
ー
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た天然林の残震が，疎林状態で残っているのみで，他は

皆伐しつくされている。その跡地に，悠久な･る天然林の

膝史を物語るベニヒの二代木，三代木が，巨大なる一代

木の根株や幹などの上に立っているの諺魂られる。この

.ような更新型織，日本の原生林でも珍らしい更とではな

いが，五代木まである大株があったのには，些力鱈異の

限をみはらざるを得なか，つた。恐らく10,000年くらい

”歴史を語るもので,植物としては珍らしい存在である

催ろう。

阿里山苗圃から，児玉山方面へ歩章延ばし,児玉山ク
ラブ-2.310m一で昼鯉附近を大観して往路を戻り，

高山博物館を参観する。

こ媒には動植勒,地質などの標本や風俗，阿里山開発

盗料その他⑭参考品が多数整頓して陳列されている。玄

関脇には噸阿里山五木と銘を5つた，次の樹種力轆えら

れてある。

台湾ヒノキChamaeCypa冠sTaiwanensiSMaSet

Suzuki

ペニヒ .ChamaecyparisFormOsensisMatSum

華山松PinusA1･mFmdiFranCh

台湾スギTaiwaniaCrypmmerioidesHay

鉄杉TsugaChinenSisPritz

なお，庭園には，亜杉，ニイタカトドマツなども植え

られている。

館内のものは，何を見ても珍らしく･』興味深いものば

かりであるが，特に眼をひくものは，河合鋪太良跣生の

軸や醤簡，踏査図，肖像など，また,新高山の由来記そ

のほか日本人の功業を適す参考品等であった。ややもす

れば，前支配国の功業を語る記念物などは，粗末にし勝

ちなものであるが，中華民国がこれ等のものを，大切に

清掃して保管しているのは，実に大国民の宏大なる度遼

を示す-もので，こみ上る尊敬の念な禁ずることが出来な

かった。

新高山の由来記は，明治30年,蔭井総包氏力書いた

ものである。名秘の由来書きを見ると，土人はこれを呼

んで玉山と称し,讓人はバツトンクワントと言い，英人

はモリソン氏の名にちなんでモリソン山と名付けたの

を，日湾戦役後明治大帝によって新高山と命名された経

過を詳述し，日本興隆期の犠相が，まのあ走りに浮び上

る。最後に「皇徳の益煮高きことこの山の高きより筒か

らんこと麩云々」とある。目頭力熱<なって終りまで読

めなかった。

凪で土琴山河合先生の雄功碑を拝し，慈雲寺に詣で，

大亜杉の傍にある殉職者記念碑のあたりをめぐり，ひそ

かに在りし時代の面影を偲びつ上帰舎の途Rこついた。

がけが堅持され，これによって其面目に山と砿阻んでゆ

くならば，余り細かく定規をあてないでも，間茂という

ものは相当に目的を達し得るのではあるまいか。

こ画辺りには，ニイタカウスユキソウ，コケモモ，ニ

イタカヤダケなどが林内や林道ばたに見ら恥る。
おどろく．べきことには，これ等造林地の林内から，往

時のヒノキ・ぺ二進の遺棄材を採取していることであっ

た｡掘り出した梢頭や太い疵丸太を割木して，数名の裸

体の労務者が,林道まで担ぎ上げているのである。今で

はこのようにして，埋れた材木でも用利･として癖溌と

れる処があるようにな､っているのであるbもう一度ふり

返って，人工林によって麗き換えることの田来ない優良

天然林の,.合理的施業の探究が問題になることを申添え

て鐺きたい。

道を引返して，阿里山苗圃に行く。この苗圃は山腹の

傾斜地で地味力薯つるく，成績力娠わない。元来f世味のよ

くないところである上に，このように使い古るしては，

救済も容易ではない。かような苗圃に執着して，土地の

改良にI卿心するよりも，寧ろ替地を求むくきではなかろ

うか。養苗にも平地帯の2倍の時と経菱左要するという

から,寧ろ平地帯附近の要地に,完備した固定苗圃を増

設するのを得漿と思う。

先日視察した四猪苗圃も土地秒鎚るく，下山の途中で

見たトローエンの苗圃も同じような状態で，赤枯病に悩

童きれている。その他山地の苗圃は，管理の不行届も手

俵って，不成績のものが多いようである。

阿里山部落の附近は，学術参考保謹林として保存され

＃
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松 川：台 湾 行

ゆく。今朝初冬の服装3画緬里山詮出発した一行は，竹崎

駅附近で完全に肌衣一枚の真夏の姿に変ってしまった。

榊鴎阿里山の温纈郷の針葉樹林地帯から針潤混請

林，暖帯性澗葉樹林，竹林となり，椰子，椿樹の立つ平
地熱帯林に移りかわる姿蕊深く，飽くことを知らぬ腕
めである。平地附近では，30年生のチーク造林木が，胸

高直径40cm,高さ20m位になる。水圧『の傍で，水牛
の背に白鷺がとまって，何か背の皮膚を駅んでいるのも
面白､熱帯地風景の一つである。

鵡時嘉義貯木場着。中央餐庁で満身汗になって，四川

料理の午食を了え，阿里山林場の座談会に列す。今日は
土腿日だが，職員は午後もみな執務している。聞けば，

週日は一律に8～ﾕ2時型～18時の8時間勤務で』土曜
の半ドンはないという勤勉振りである。

座験会には，林場職員その他林業関係官民の有識者20

余名力喋童られ，間伐の話根切虫駆除法,造林樹種の
選定,直営生産の話などで非常に有益であったが,私は

阿里山名物はヒノキ・ベニヒだけかと思ったら，農作

物として，台湾では珍らしい高冷地産のものが数種あ
る。すなわち‘，エンドウ，キャベツ，ポテト，大根，ワ

サビなどで，夕食には，取りたての大根と大きなエンド

ウを，中国料理雁入れ七沢山ご馳適こなる。

高冷地に来て，不覚削こも風邪にかかったらしいので．

厚く薄団をかけてもらって，食後勿燕にペットに入る。

9月20日土，賭烏山頭

8時阿哩山倶課郵に惜しい別れを告げて，爽涼の戦霧
の中を神木まで擢険で下る。

神木の模元に立って，巨幹を仰ぎながら劉さんは，小
学鞍時代の獅嬬で習った神木の歌を一，二諏思､､出し

たと言って1開か巷亡くれた｡｡少しは間違っているかも

知れませんよと，ことわって口ずさんだ歌は次の通りで
ある。

（1）仰ぎ見よ

根ざし豊かに大地を占めて

迩

一

《
』

梢は高く虚空麓凌ぐ°

世にも稀なる紅櫓の巨木

苔むす幹にしめをぱ緒ひて

山の誇りと雄受鯵<立てり

神木の名もふさわしや

（2）思ひ見エ

三千年の神代のむかし

こ上に落ちたる木の粒の

やがて芽生えて春風秋雨

しのぎて今や…････…

山の誇りを雄為し<立てり

神木の名もふさわしや

願わくぱ三千年の生命を持ちつ壁けて

立yつ巨木から，遷りかわる世鳧の物語り

を聞きたいものである。こ坐から列車に

塔乗して下山する。

二万平附近では,40~50人の労務者が
出役して，ぜつせと造林地の下刈り最
中。十字路からは，労水坑上部ダムの，

決溌跡の状態蓮逮望ｻｰる｡蘆I難騰では
阿里山苗圃と同雛の痩地の苗圃を蒐る。

上りに見たまり遥かに多く'の造林地内の

空閑地が目につく。早く穴埋め造林をし

なくてはいけない。草山は概和山地人の

領地であるらしい。

中央駅の欝起湖を過ぎ，下るに従って

レインコートなぬぎ，上衣,スエーター，

メリャスシャッと自然に一枚づっ剥いで
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松 川：台 湾
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心

自分の不勉強霞恥かしぐ感じた号とが少<なかった｡阿
里山附近の労銀は，

苗圃（殆んど女） 8元

造林 8～14元

伐木･造材・・運材 20～30元

であるそうだ。但し日台為替レートは1元：23円余であ
る。

林場事務所で同行の劉さんが，日本の新領土が出来趣

という話を銭えてくれた｡pleas"tsurpriseに胸を躍

らせて台湾新聞をひらいて見ると，東京の南方200mile

の海中lこ，火山小島三個鰡現，これを明神礁と命名した

ということである。内容は判らないが，失わ郷た旧領土

に密って，日本の新国土釣鐘れたといち思いがけないニ

ュースを読んだ徽喜なこ比に書き添えておきたい。

農制剃辰徐慶錨さん溌林産管理局の造林組長添廼廃
さんと共に林場に到着j-る。予て打合塗の通り，一行に

合して共に嘉南大tNIを視察するため嘉義市を出発,台南
果烏山頭に向う。

嘉義市を離れると間もなくして，畑の中に北緯23.5･

の北回帰課標識塔力謎Pているのが眼をひく。北半球に
おいて，太陽が天頂から直射する地域の限界を示し迄い

る駅だが，これから先秘斬謂尺度をあてて決めた熱帯圏
に属ずるのである。

乗用車は，公路並木の間詣疾走して南下する。行道樹
の柏損したところには,､後継樹渤稲えらｵし,丁辮に竹篭

遼まわしたり，小さい土塁で囲ったりして保護している

心意気をうれしく眺める。

夕暮れ時に，台湾省嘉南大河ll水利委員会烏山頭工務所

の倶楽部に清く。陳韮宗さん以下職員諸氏の出迎えをう

け,倶楽部に一泊させて頂く。合南山林管理所の翁蓑純

造林課長さんは曾ての友人で，思いがけない再会を非常

にうれしく感謝した。陳華宗さんはこ上の水利委員長で
あり，台南采政府議会の議長であって，大の日本通であ
る。

嘉南麺1Iの創設者故八田技師の肖像を掲げた一室で，

同技師の功績を拝聴し，一同会食しながら昔を語り，今

左漆じ愉快な時を過す｡連日の旅行で海したろうと，態

態按摩を自動車で連れて来てくれた。

蚊帳の中で，屈強な按摩さんがもんで．くれる。見ると

遜才位の男の子を連れている。その癒は，按箪するそば

から，親父さんと客人に，団扇遥風を送っていたが，い

つの間に力帳り込んでしまったのも可愛いい。

こうやって中国の旅をしていると，到る処で中国人の

外交性。,齪交性の勝れた点が眼に#つく。支那大陸に鱸い

てもそうであったが，日本人の孤高性,独善性，単純性

と比べて，好一対の対照である。凡そ他人の欲するもの

は，求められずして与えることが当り前であるばかり

か，その間に少しの熊理もなく，極めて複雑な心理を自

然に働かせて客詣待遇する。また気軽<おおような質問

をしたり，慎ましく自分を紹介したりする間に，ユーモ

ラスな話左捕んでは，また後をつづけたり､という‘あた

り，と･ても真似の出来ない応待涙りである。それで要件

に対しては義理固く，一つ一つ片付けてゆく。話がむず

かしくなれば，二日でも三日でもそ瓢には触れないで，

忘れた頃に霞た話し出すといった調子である。こういう

f陸・社交の要訣を生れながらにして購えている国民の

存在は，中国の持つ論どろ<べき蹴朱である。

按鱗さんの童の素振りや仕草を見て』こんなこと鐙思

い出しな餌ら，うと5とするうちに，この親子が帰った

のも知らずに眠入ってしまった。

9月21日日． 晴台南市

今日は,嘉融砂lliの視察予定日である。

嘉南大土II1とは，嘉義と台南にかけて，燐､､面額の水田

濯漉に供する，水利蕊業の大籔用水を湛えるところとで

もいう意味である．らしい。

台湾総督府の八田技師が，大正9年から昭和5年まで
輯

10年の歳月を費して嵐駁した〆:ムエ事によって湛えられ
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松 川：台 湾 行

た人造湖が，その給水主力となる貯水池であって，水面

の形状から，珊瑚澱と呼I濁している。このほか，いくつ

かの河川からも水を引いている。

この水利事業の及ぼす地域内の居民は約19万戸,理0

万人であって，潅瀧区域面積約15万ha，この内5"ha

砿犬部分水溪の水源区域に腐す為。

珊瑚潭の水源は，宮田溪の主流と，その上流にある曾

女漢の4支流であって，その他の水源は北端の濁水漢と

その中間の諸溪である。曾文漢上流の支流から珊瑚輝へ

は, 3km余の陸道をぬいて，水を導入してﾙ､る。

珊瑚潭は，猫水面鎖約1,000ha，貯水愚60億立方尺，

水深最大32mで，集水区域の面積は約6,000haであ

る。

fMFmlは，高さ56mj頂長1,27anの半水成式士聴堤で

ある。3本の送水管力毛吐き出される放水は，曹似の水

煙を上げて,大空に純白の煙幕を張りあぐらし,'そこに
は，壮麗な大虹鵬が描かれている。八田さんの雄大な糖

訓が，生き生きと示されている感がして，しばらくは礎

惚とする。

給水幹線は112km,支線1;200m,小給水路は7,400

1瞳mで，この大jIIIによって，雨量の不均等を緩和し，劣

悪土質や強壊分地を良田化して生産を激増しているので

ある。のみならず，発電にも用ﾙ､られ，上水道にも利用

さ汎ているのであって，その功益は，蓋し甚大なるもの

があ場。磯先生の蓮莱米の育種の成功普及と相俟って，

台湾における農業上の偉大なる事績であると課つればな

らない。このような大規模の水利凄業は，世界第二であ

って，全く八田さんのお蔭ですと，翁主任さんば話され

た。

この穗業を完成した八田技師は，大戦中，南方開発

のため赴任航海の途中，乗鉛が撃沈されて南海で最後を

とげられた。八田夫人は烏山頭の官舎に留って居られた

が,日本降伏の報を開くや,水煙わき立つ放水路に投身，

自決されたというなまな叢しい悲話弥鍾されている｡-日

本人の科学技術の範をこ鼻に印した，偉大なる恩恵を忘

れらｵ1，ない地元村盈の住民は，毎年ご命日には，湖畔に

ある八田さん御夫妻の墓前腫集り，お祀りをしています

という陳華崇さんの話を感慨深く聞く。

しかし，この地方は，台湾でも有名な青灰色頁岩と，

その風化による脆弱な粘土から成る地帯であり，‐壁つ，

侵蝕された山地の地形もまた極めて不安定である。のみ

ならず，趨涛からの濫伐,､濫婆濫牧によって，鯉燗し

た裸地と化している。さらに，止るところを知らない侵

蝕と，多雨（年2,500mm位，但し1日の降雨麓は時に

300mmに及ぶこともある）の産め，泥砂の流醐は頗る

多最である。この･ような天然と人為の塞件をもつ集水

地域遥あるために，曾ては，年為の沈積土1尺と言ｵつれ

この人工湖も，30へ．50年後には，完全に埋まってしまう

計算になるとされたそうであ箔。

昭和11年頃台湾総薔府は，この事態な憂慮して，東

京帝国大学教授薗部林学博圭を招いて，調査を委嘱し

た。大正型年1月提出された薗部先生の復命雷は，僅

か数葉ではあるが，簡潔にして愛重溌る丈審である。そ

拠は適確に原因を指摘して，応急ならびに恒久の対策を

究明してある｡要は,各の注入瀧路に対玄ろ堰堤の瀧築
及び山峰卿鵬柵工と併行して，集水区域内裸地の全面

的被覆造赫を行うことをもって，治山治水の根本策とさ

れた。この根本方針は．総督府の金科玉条として忠実に

実行されたのである。今日集水区域6,000haのうち，要

造林地2,000haの造林は殆んど完了し，残す処300ha余

で，一両年中に完成すると言う。この区域は土I鰯予止，

水源潤誕の保安林に編入されている。

植栽樹種は,相思掛九雪（ザルスペリ）莉竹その他

の竹類，ギンゴウガン等溌主どする。湖岸の水際には，

いわゆる林帯造林と称して，三段位に竹株を楠栽し，護

岸と濾過作用に供しているなど，その実行振りは用意周

到であり，また極めて効果的である。統計数字は判らな

力蜂つたが，以上の治山事業によって，微粒泥砂の流入防

止に対し，立派な成果をあげつつあることは，非常に嬉

しい。こ坐は，森林の治山治水効用を単的に示した実例

として，推奨するに輝らないものである。

阿里山皆伐の破壊作用に対して，嘉南大訓の事業械，

全てが建設的成功であると言えよう。

この日我掩一行は，警備兵監視の下に，送水調整室を

一巡してから，モーターボートで湖上に出で，造林地，

築堤などの実況を見ながら，最奥部の新設土堰堤の上に

ある西口工作姑の新築事務所で昼餐。船中の強烈な日射

に疲れ切った体を，青畳の上に伸ばして，腿をならべて

午睡をとる。このような新築家屋に入っても畳敷の座磁

力鐙られてあるのは，我詩にとって至極重宝である。徐

さんと共に$それぞれ鳳凰木の記念の植付けをしてから

取入口を視察してこ土を出発する。

路傍の草むらにいるサンコタイーキノポリトカケ・背

褐腹黄色の大型ドカケーや，食用カタツムリー昭和10年

頃下条さんが，南洋から移入したものである承繁殖力

涯磯過ぎてもてあましている一など珍らしく見る。移入

生物で，農村が恵みに浴しているものは，最近移入した

南洋の呉郭魚と，大谷光瑞師が15年前に種子を資し，

徐庁長さんによって拡められた印度田替であるという。

湖畔腫住む土蒲人の，唯一の交通並びに生業用具とし

で湖上を往来する竹の鶴大聰堤上の南洋サクラの造

（28頁下段へ）

、
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定と同時に材績指示板を任意の樹高に合わせる時，尺度

下側の材積を指示す為穣にしたもので，調製の基礎は次

の様である。スギを例に取れば各直径に対する樹高は，

地位,本数,林齢等によって異なるも大半の立木は第1

表の範囲内にあると考えられる。即ち直径が犬になるに
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はしがき

宮崎県及び愛媛采に於ては民有林技術普及に当り，立

木穂積調査法を普及した結果予想材穣が3割増加したと

報告されているが,他の地方でもこれと大同小異で』自

家所有林の蓄横を知らないものが大半ではないだろ5

か。この様に従来民有林で正確な材積調謹を行わなかっ

た理由は，立木測定が他に比し困難な事が最大の原因で

あると考える。故に筆者は農作物に紗癖があると同様に

一般の人が簡単にハ立木材蔵を測定出来る穣にしたいと

義え.，本年8月材積を測定出来る輪尺を考案し，試作品

を一部の林業家糎送った所好評を頂1,,たので，その後東

大嶺一弐生,鹿大農学部及び久永度量衡株式会社の御
指導援助鞍頂いて更に改良を加えた結果，材穣表使用に

樫るものを完成したので皆様の御批判を仰ぎ，叉全国的

に愛用されるものにした川､と考え発表する次第である。

錐者は浅学非才にして要を得ず，叉過誤があるやも知れ

ずその点御叱正を乞うものである。

輪尺の構造

鐸
一

第二表万
か

八

B

IC

10寸 身Oす

従づて樹高も或範囲内で大になる。次にこの各直径樹高

に対する材績を材穣表により示すと第2表の標にAB2

つの材稜曲線内にある，即ち直窪の大になる淫従って材

髄は或比率を以て増加すると考えられる。この様Iこして、
各直径に対する樹高材溌の範囲を決定すると樹高と材積

を第3表により表示出来る。更にこれを第4表に修IE出

▲

露壼替稲患(言鋤鎚武豊…）

も マ 8 W 10 11 . IZ I3峰 154
｡､苫． 1．0 塁4 －3－争 曾篭一

（
田

■

r〆~～ 第一図
赫横尺

哩牽” Z 3 4 富 5？8 9画

封
1

顎囲表全唾悠韮表

圃径

」
－

蕊フ
グ"三第ユ図に示､す糠に輪尺の尺度の上側に直径を示し，下

側に材蹟目醗をなし，中央に3乃至15度の斜線で樹高

を表わし，遊動脚上に材涜階示板を取付け，胸高直径測

鈴
哩
。Z

来る。即ち下側に或j老率を以て材種を誌しw同一材稜を

平行線で示す時各詩の厳径と材職に対する等樹喬を直線

淀近い線で表示田来る。この関係式をいかなる公式琶示
(筆者）鹿児島県林業技術地区普及員

兼林業試験場経営係
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山内：材積輪尺

し得るかは目下研究中であるが，1つの材積ｰ対する樹

高直径胸高形数の関係はghf==g/h/f/=g"h'ﾉf"=T､W､...
=Vである。胸高形数ffﾉf"…は近似値であるから直

径が大で樹高の低い立木凋積は，直径が小で樹高渤塙い

ものに等しい関係にある。たとえば2石は直径8.2寸，

樹高16間の材積で同時に8.5寸，］4間今､9寸，12間

→97寸，10間→10.5寸，8間の材積に等しい。第4

表はこの様にして材穣表を線と1つの材額目感によって

示したもので簡単な材籏表として使用出来るが，これを

応用して輪尺の尺度上に表わし，見易く又材職を正確に

読調反る為に材稜を表わす線を，遊勤脚上の指示板を用

いたものである。その他両脚を使用して樹高を鯛嵯出来

る蟻にし，遊動脚の角度調整装置をなし，脚に把手を付

け又重逓は普通輪尺と変らない標努力した。
使 用 法

材穣測定法････胸高直径を測定すると同時に，指示板

を親指で逢右に移動して尺産板の樹高目砿(目測叉は後
記実測による）に指示線（第1図A)を合わせる時は，

材積目盛と指示線が合する所(B点）で材積意読み取る

事が出来る。図は直径15．2寸で樹高16間の時6.1石

と読み砿る事が出塞全く計算を要せず直ちに材積を知

る事が出来る2

‐樹高測定法…･樹高測定の際はこれは新しい考案では

ないが，ワイゼー測高器と同一原理により第2図に示す

第三図

測高尺、～~
～

､弓

～
一

一～

～～
～←

へ～
~

三掴一・_--僧----...----で胃_：
一心一一一一一 争今年｡■

一

一一口争一一■と一一己一己
一

0
一

嫌に水平に保ち遊動脚を前後に移動して，遊勤脚の目盛

と棒め長さが一致する時に梢頭及び根元力鑓動脚の目嬢

線と一致する所稔読取り，これを加えれば所要の樹高を

知る事が出来る。次に長期間の使用により遊動脚の角産

に誤差を生じた場合は，遊動脚右篇の調整ネジを用いて

角度詮調整する。叉形数の異なる樹極を測定する場合に

は，樹高目艤板を取り替えて使用，”',ぱいかなる樹種に

も適用出来るが，製作費高価となり叉壊れ易いので実用

的には1つの形数で材積を示し,形数の異なる樹撞に対

しては調査した総材積に数％増獄する事にま.り解決出来

るので,･製作饗を軽鱗#‐る目的を以て1つの形数でのみ

材積を宗j-様lこした。写真の輪尺は和田氏の公式による

形数第三「スギ，マツ，モミ，ツガ，その他の針葉樹，

澗葉樹」を尺に換算して用いたが,寺舗氏公式を用いた

ヒノキの材積表にも7～18間の樹高に対しては1％以下

の誤差で合致する。

本輪尺の効用

材穣表はj数点以下3～4位迄示され，本器は小数点

以下1位迄測定するので精度が落ちる鎌に考え勝である

が，一方材穣表は0．5寸叉は1cm毎に示されるのに対

し，本器は測定する時任愈の直径“､1寸，102寸等）

に対して測定するので』糖度は材穣表に劣らない。但し

実際の林分材稜と材穣表とは多くの場合数％の誤差を生

ずるから，その穣に精密に調査しても大した意味はな

い。故に直径測定の際05寸或は2Cm毎に調査すると

同様に大錘に測定する場合は，読み易い様胆0.2石毎或

は0.5石毎に測定してもよい。著通の輪尺と本器の使用

速度を比較すると第5表の猿である。

即ち材戯輪尺は調査に2～3劉多くの時間を要するが

100本位の計算結果は唯材績を加えるのみであるから約

粥の時間で済み，始めて輪尺を使用する方でも簡単に

調査出来る。 ．

この様に連かに材稜調査が出来るので官公署は勿論従

来余り輪尺を使用しなかった民有林(経営指導員,普及

鳥森林組合員,4面鎮所有者)に於鍾使用する場合iこ
簡単に材織の調査が出来て有益ではないかと考える。な

4

象

一

可

蒜、

第二図

測高尺
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雫 ---- B ･･

金

様に固定脚中央より錘球を降し，測定する立木の梢端を

見易い点迄後退し，其の水平距離を尺度板のcm目磯に

遊跡削な合オフ壁固定脚の下端にそって梢頭を見通す時’

錘球のひもが遊動脚の目疑と交叉する点を読瓦職''ば’水

平線から樹木の頂点迄の高さガ識取れる。同様にして樹

木の鐙下端を見透す時は水平線以下の高さを読取れる。

これ翅Ⅱえて樹木の同高を知る事が田来る（この場合距
離を、走澱Lば樹高もmで，尺で家れぱ樹高も尺走表をつ

れる）叉多くの樹高を早く測る時は木の根元に一定長の

棒を韮.て，樹高と同じ位以上“鯛；から輪尺を第3図の
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材績山内 輪 尺

使第5表
一

用 成績

調 査 地 普通論尺 材積輪尺 備、 考

鯛l擁購|爾績|本巌|職議|鴨倉蔚|材 鐘|壷章｜計騨|含鮮|赫綴
|"!"|("Z)蒸雫| '…,"鋤蔓|"本|崎| ･･勝|‘鐙|"‘恥'･船|…’ ）

翼籍|…|・‘･"箪潅'''論'"分""|"尋'霧|蛤|”|壼重購熱I
一
一お価絡は出来る限り生産残を軽減して1本1"000円以下

にな為様会社で計画中である。最後に本論尺の靭餓に当

り樹脂導鳶賜った東大嶺一三先生，鹿大農学部林島琴}の

諸先生，製作に当り絶大の御協力を頂いた久永度量衡株

式会社及鹿児島采ﾎ鐸試談瀞蔵員御-･同に感謝するもの

である｡、

劃一号議癖騨蔦蕊．騒隠…溺鴬識嬢溌遡霧，霞

畳
』闇

f壷．

農 』#‘趣 1
殿 .…

ご

蝿‘
Hb

一

（2頑よりつ堂く） れ，日本製品も時持目につく。涼をとる夜の人出の多い
林,事務所前の鳳凰木の鮮かな朱色の残花など，どりど ことは，台北,嘉蕊と饗りはない。

りの断片的熱輔風物が目につく。 、 昔から有名だどいう，台南名物のソパとピーフンのご
ー

感激深い嘉南大jIIの視察瀧終え,翁主任さん,箭さ海 馳走になる｡味覚に対しては，この上ない蓑沢な趣味を
卓さん′陳さんにお別れして，自動車を走らせて台南市 もつ中国人は，今白台湾涯鈷いて，世界一の料理の出来
に向5．台南姑の直ぐ前にある旧日本旅館請年旅舎に 、ることを誇りの一つIこしている。つまり，戦後大陸から
着く。嘉南大釧I主任委員林蘭芽さんの招待笹'酒席宝美 各地方の名コックがこの島に集って来ている.ためであ
楼の三階に上る。卓についた一行は，徐庁長，邸副局長 る。辛味の利いている四川料理，濃厚佳味呵餓料理，
渚さん，翁蓑純さん，陳明達さん，大和田さん外一氏で 溌白珍味詮特徴とする広東料理,海産佳肴と豚を上手に

あった。陳明達さんは小供の頃を知っていたのであるが 取り合せた台湾料理や福ﾘI慨理など，代表的のものであ
いつの間にか立派な青年になったのはなつかしくも頼も ろらしい。こｫbに加えて，島内には，地方的艇台南名物
しい・ の担子麺や米粉を使った食べものとか，台北丸公園の何

台南の名物は，夕立と鳳凰木の並木だと，称さん力殿‘ 何料理などがあり，食通にとってはこの上ない遥莱の天
えてくれる｡鳳凰木の花盛りには,あの構熱的の色彩が， 国であるらしい｡私は聯合約半月の間に,一年分の栄養
どんなにかこの市街を美しく飾ることであろう。この三 を摂ることが出来たと思う。これにくらべると，日本料
層倭からは’人口20万の台南市街を脚下にして，遥か 理などは，足も塵にも及ばない。しかし，繁華誉め辻鳧
西方権･ﾉ往昔オランダ人力戦を築いたという，有名な安 には，屋台の寿司屋．おでん屋などが終戦前涯も増して
平港の灯を眺めるなど・甚だ印象的な夜蕊であった。昼 ならんでいるというのは，どういう訳であろう。たまに
の暑さ意忘れる涼風に蘇生の思いをしながら，福州料理 は，毒ずいものも食べて見たいの置置あろうか。
の美餐を頂く。 22翻稲識新聞詔者の来訪をうけ，しばらく話して就

食鐺ののち，徐さん達に誘われて,所謂銀座という薬 床したが,暑くて塑時を過ぎても眠れなかった。
華街に散歩する。店頭には，二，三琉品がま蕊し<飾ら （未完）

－28－
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林野薦長官賞受賞論文
凸 令令一 色● の

昭和26年度の林業技術普及について

溌潅篭梅津未，一
、

Pろ デー＆paE－P一一凸型｡
■一宇匪．，＝里皇

私は，昭和25年*鐸技術普及事業が始まると同時に

伊具郷一円を管内とする地区に普及員として配証された
の看あるが,27,000町歩の山林に唯1人の普及員で，然

も材業凌術のあらゆる分野を担当しなければならなかっ

たので何から手をつけてよいか施す術もなく，た壁華然

として数ケ月左過したのである。その間先謡渚氏の御指

導により，瀧諭として考えたことは，管内の林業事構を
早く把握してそれに応じた指導を，即ち，手力泥りなけ

れば足りないなりの手段を見出す以外に方法はないとい

うことであった。

こういう考えになって始めて計画，普及方法が略為安

定した。以下主として昭和26年産の普及の内容につい

て述べよう。

担当区域の概況

担当区域は，宮城県の最南端で，南は福島県と境し，

東及び北，西の三方は，阿武隈山脈と，奥羽山脈の支脈
にかこ章れ,･その略為中央を阿武隈川が北流している伊

具郡一円毛ある。

担当区域ほ3町12ケ村からなり，鉄道施設は全然な

く，僅かにパスを通ずるのみであって，交通,通信等は
他郡に比較すると不便であり又それだB生活F刺戦が少

ないので一般に進取発展の気性に乏しく，特殊な礁業と

しては,菱蚕業をあげ得るのみで, ｲ圭民の大部分は古く
から土着した人兵のみで，その生計は農業及び山林の経

営に頼るものが武部分を占めている。即ち鐸数10,657

戸を聯鐸別に見ると72％蓑遁力挫*燦(制集は殆んど
鐸農との兼営の形で鑑されているので農搾農とした）

で,商業,憂溺団体，製造工鐸がこれに次いでいる＠

．農秒蠅と林野との…唾を見ると，76.7％め26,9狸

町歩が林野であって，その称野中，国有称は魁％・民有

林は86％になっている。な詣この露肯紳を区分すると
公有林が6,808町歩，私有称は16,246町歩あり，これ

等の私有林の所有形態は零細で，5町歩未満の所有渚が

85錫を占めている。また公有林の大部分は町村営林であ
り，茄諜案は編成されているが名許りで殆んど町村財政

職乏の一時的打開策として，無計画にi盤伐されている現

状でいわゆる村財政備榊§存在といえよう。重た』毒盲林
の針広別の喧賦及び識費については，広葉御燗穫では

78％になっているが，蓄稜では46％にすぎず，針店合

わせて1町歩当り平均謁資98石,､宮城県平均の105石
より7石も低下している鐡兄である。

次挺，昭和25年度の漫緬蕊物の収蝉について見る

に,溌鑪89,4qp万円で,米が58.9%,蚕が13.3%E
林産物は僅に12．8％に過ぎない。

昭和26年度の普及事業計画

1．普及テーマ

普及の計画に当っては，先ずテーマを検討しなければ

ならない。宮城県電は一応県全体として取りあげるくぎ
重点薔及テ」マを蕊達に示されたのであるが”その中か
ら担当区域の実状と，自分の能力とを考畷七,て，次のも
のをとり上げたのである。

薪炭林の施業改善採草地の改良

養苗 適地適木の選琵指導

熱保育 松の天然更新

特殊林塵物の奨励 竹林の改良

保安林思想の普及 痩悪林地の改良

赤枯病の予防駆除 松喰虫の予防駆除

製材歩止りの向上 製炭技術の向上
家庭燃料の消喪節約

これ等のテーマは何れも重要であるが,郡内に1人の
普及員では何鼎1,も同じように普及することは中燕困難と

思ったの壱，先ず差当って本年早速力を注がなげｵ1，ばな

らないと思った6項目，即ち(1)薪炭称の施業改善侶睦、

苗指導(3)森林保育(特に除間伐） 仏)紺鐡戦培（5舩

喰虫の予防駆除卿蝋蛎さ浅術の向上詮特に重要なテーマ

として選び出したのであるが，これ等左選び出した理由

を簡単に述べると次の通りである。

（'）薪炭林の施業改善担当区域内の蓄欲が非常に低
下してごいることは既Iこ述べてあるが，これの主な原闘ま

生長量の少ない広葉樹功輌穫に於て78％も占めており，

またこれ等の広葉樹は総て薪炭林であって伐堀令が一職

Iこ低<，甚だしい町村では従来7，8年陰ご皆伐するのが

普通とされており，何等疑念も持たない有様で,荒れる

に任せていたのである。従ってこれが蓄穫増強のために

は薪炭林の施業改善によって伐鰯を延長すると共に，一

面針広別の面糠割合を同じ位に引上げることを目標とし

て針葉樹の適地は針葉樹に切り換えるエ5指導すること

が最も大切であると考えた次第である。

一

、
二

合

勺

一
』

一

－
０

(筆者）宮城染伊具地方事務所
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梅津？昭和26年度の林調識附普及に､ついて

（2）菱識旨導伐採跡地等の造林意欲は感人になり， 有広狭別階膳比率釣鍛も多く，しかも所有者数も比較的

昭和25年度には200町歩植裁され，26年度にば400町 多い5町～20町までの所有者を重点対象としたのであ

歩計画されたのであるが，担当区域内で昭和25年度に る。対象者の年令については色為問題があるが，昨年の

生産された苗木は25万本に過ぎず，蓑た養成している 実績から考え，先ず老壮年層を対象とし,青少年を第二
人玲の大部分は病虫害に対する畏感に欠けているのには に考えたのである承将来の林業を惑った場合，特に青
驚いた。私は「郡内植林用苗木は郡内生産にて」をモツ ・少年に対する普及溌必要と思われるので，直ち陸実績左
トーとして’健苗養成に努力することにしたのである。 挙げねばならぬ実行面對ま別な立場で研究すべき問題宅
（3）森林保育植林地の刈払手入等は実行されていぁ あると考えている。

のであるが,除伐,間伐は，要実行面積の1割位実行さ 3．普及方法
れ亡いるに過ぎず，これは山を放任しているか，或は必

今迄述べた計画に基き，個人燕持にそれに応じた実地

要以上に嵐堕しているとしか思わ恥ないので,除伐,間 指導をすることが理想であると考える龍広範囲を担当
伐の励行促進に力を注ぐことにした。

している現在としては実質効果はあがらないので，林業

（4）椎茸栽培担当区内の大内減丸森町壱は相当栽 関係団体及び町村係員と緊密な連繋のもとに，講習会及
培されており,これ等の町村では加工技術の指導をすべ ぴ集会現地指導に重点を騒ぐことにした。
き段階に達しているのであるが,他の町村は栽培技術が

林業関係団体に‘ついては森林組合7組合の外，昭和26普及されていないため，ほんの一部しか戟培されていな

い。然し原木が容易に得られ，また農家の副業としても ，年1月聴二青壮年をもって設立された，西根村制業涙興協
有利なので－般に:普及すると共に，短期間に成果を見る 力会があり，種勅しているが,各町村にこの極の替及推
ことが出来る点は，特,＃ﾆ，青少年に対し指導するのに通 進母体設立を呼びかけるモデルケースとして育成強化な
当と考えた。 図‘り，普及の謬透を期するつもり種ある。

（5）松喰虫の予防駆除松喰虫は，昨年丸森町の奥地、 専門普及員の援助については主として担当区内の指導

に恩町歩蕊生し,織臓しているが｡その…麺当欝?鰯鴬篤蹴顎ﾃ潅訟率
庭閥の峰獅乾燥地には，松の造ﾎ禎m,天纐休が相当ある

ので常に注意し,早斯発見につとめ,被害の拡大を随止 昭和26年度の普及実績とその検討
する』唾がある。

普及事業の実績は，洞蒙者に対し普及したため艇生じ

（6）製農技術の向上製炭事業は郡内林産物の首位を た経済的効果が翻曜あったがまた森林特有の公益的
占める重要林産物で,稼動織数350選であるが,近時品 効果がどれ程あったか,等についてあげること力獺も適
質の低下が醤だしいので’専門普及員と緊密な連絡のも 当で一般に･もわかり易いと考えるのであるが‘林業に比
とに，識習会'現地指導会な開催'歩止り及び品質の向 較すれば遥かに短期間にその効果を見られる農業普孜事

′上を計･らればならぬ｡
業謹さえ困難とされている奨庄,淵集面でより早急にこむ

2．普及対象 の種の効果を卿陸す‐ることは難事であるからこ坐では単
普及の対象としては，町1栂Iに重点を区分する一方． に26年度中に実行した蕊項のみなあげるにと堂める。

霧淋所有者の経営内審により軽重を区分しでそれぞ熱計 実績の大略をあげると，:現地指導回数は139回で集会
画したのである。即ち地域的には，森林の荒廃状況，林 麦延人員1，“0ん講習会は60回行い，この廷人員
野面積'森林に投じ得患労力及び住民の林業に対､する関 1，710人及び林辮職23回になっている。林業相識＊
心の度合等の実状塗考えた上,重点地域と最も重点的地 事溺所に於てあったものLみをあげたのであるが私達蛾
域の2区域に区分し，更艇モデルとして林野の度合狗誕 粥に外業についている場合が多いため漸次減少の傾向に
当区域の中位にある西根村を選定,普及方法の巧拙等の あるが，これは今後研究しなければならない問題である
研究対象とした。 と考えている。

森林所有者の経営内容については，職業別には農家が 特に重点としてあげたテーマの実績は次腫か上げで鐙

森林所有及び林業労務者の大部分を占めるをもって主と いたが，その中特に効果があ淫つたと郷つれたものに薪炭
してこれを対象とした。また所有形態別侭鎚順位は町村 林の施業改善産薙苗指導及簸椎茸栽培をあげることが出
有林,共有林，（主として部落有林）個人有林の3形態 来る。

のうち′普及事業を多くの人りこ理解してもらう意義から 薪炭林の施業改善についてほぃち早く展示鉢を設涯
も個人有林身擾先することにし,更に個人繩のうち所 し,一番力を注いで普及したので各町村有林,共有林等
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梅津：昭和26年度の林業技術誓及漣ついて

内外に低下し,生産数量も昭和28年からは略々自給可

能と考えている。

椎毒戟培は指導会開催の外,他の指導の折篭時詣導し
たので，私力窪地に指導植菌したのは8叩本に過ぎない

が，これによって実行されたのが’5,000本位あり，今

迄余り実行さｵしていなかった町村でも乾燥設備等が徐共

に必要な状勢にある。

以上力噌及実縦の大略であるが，本年の訂画の欠点は

東北一段農家の通弊といおうか，今迄余り実行されてい

ない事を取り入れるには，そのこと”p何に良いこと単ご

あってもその結果を見なけ’'しば中盈実行に移さないこと

と，また老壮輻に賎も多いのであるが，「織霞たは実

地指導等の場合，質問等は少なく，皆直ちに実行に移す

ような態度をしているがその場限りの場合が多い」この

2点を考えに入れなかった事遥ある。こｵしを打I礎するた

めには，どうしても個人指導に力を注ぎ，指導した林地

は展示林的性賞をもたせて行くことが大切では鴎るまい

かと考え，この方向に進みつLある。従って個人有林，

共有杯,公有林に対する指導方針も前の計画詮再検討し

なげｵもばならない状態になった。

協力団体については西根村林業振興協力会の活勤を期
待したのであったが,秘自身の指導のカカ提らなかった

塁めこ凡で発表する程の活勤を見ることが閃来なかった

のな残念に思っている。森林組合は森林法の改正により

改組さ沁新組合として藩燕強化されつ上あるが，連繋

を保つことの閏来る組合は3組合のみで他は整備の途上

にあり，また未設極町村もあるので，どぅしても町村の

林務関係事務担当者にたよらなければならな力餅つた。然

しこれ等の方為は比騨鋤露剥識に乏しいので，林業に

関心詮持ってもら5と共に，町村有林の経営を合理化し

進んで私有林の指導的立場に立ってもらう目的をもっ

て，各町村役場の林務関係事務担当者，森林組合職員及

び地方蛎務所林務課職員をもって昭和26年8月に伊具

郡林業振興協力会を結成，協力体として活動してもらっ

ているが，この協力会の計画による先進地の視察等は，

私の普及事頚の褒付にもなって非常に効果蒟遥つたと思
っている。

本年度の半で森林法が改正になり定めら郡た慧淋計画

に基いて罎寸-ることになったのであるが，この点を充

分考えたところの指導でなけｵ1，ぱならないと考えている

特に重要なテーマの実績表
一

現地指導及び
識習会

テーマ別

「
‐
側
刺
咽
１
１
－
１
墾
圃
Ｉ

｜
’

3737.50
本

5,800

15．

5 屯

今

総灘蕊
見ず

鞠静変っ
、

一一

－－

も実行する気運にあり，遠からずして目的を達すること

が出来ると灘ている｡表にもあるよう涯,現池指導及

び講習会に虫り実地指導したのが3町2反1畝，外にこ

郡を見習って実行したのが35町歩になっているが私④

未だ知らずにいる実行面積も相当あるものと思ｵ茨しる。

これの普及の一例をあげると，丸森町内冠町の中心地か

ら鞠2里程山に入った福島県との境に，峠という部落が

あるが，と坐で薪炭純施業改善の講習会を行った時』烏
この部落で相当山林を持っていて林業に熱心な宍戸湊蕊

という人がいるが．この方がいうには「私のように薪炭

林の大部分春立木の礎売っているものには，あなたのい

おれるような改良は一寸困難ではなかろうか」と言われ

たので私は「成程現在の状態で侭との部落で直ちに択伐

を実行することは困難かも知れませんが先程鈴話した除

伐でしたら簡単に実行出来ると思います｡幸いあなたの

場合は，殆んどこの部落の方為に薪炭材’として処分して

いるのですから，あなたの大切な山であると同時に部落

の方為にとっても重要な山になるわけです。この方為を

使って除伐を行ったなら必ず不法な伐採等はないと思い

ますし,除伐は樹種の改良に，霞たその後Q生育にﾎ贈
効果のあるものですから思い切って是非やってごらんな

さ､､」といって進めて来た所，後日その方に逢ってきい

て見ると，4，5年生の箇所を3町歩程実行したが,思

ったように除伐され，しかもそれから出来た柴薪の収入

で人夫賃を支掻ってなお3万円程の収入があったといっ

て喜こんで話されていた。薪炭林の施業或善溝実行せし

めるに臓中生錘であると一燐こいわ郷＜いるが，その

地方の事惰と，各個人の経営方針鞍調査の上それ仁応じ

た指導な行つ挺なら，択伐であってもそう悶難な問題で

はないと考えている。

塗苗については昭和25年の澗査で約40％の羅病率

であった瀧，本年は気象上の関係もあると思う瀧10％

＝

＆

。

普及事業推進上の諸問題

私途地区普及員は，講習会及び文献簿により技術を習

得し，そ誕を一般林業者に知ら錘るいわゆる受売り的存
在に見られがちであるが，決して受売りのみで事足りる

（38頁下段へ）

－31－
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山1ゴごうして荒廃するか

附「マツ林は国を亡ぼす」か？

倉田盆二郎 （林業試験場.農憾）

錘＝~…哩妾全”

一喋転勅一

荒廃の原因輝ついての調査研匪は’すで庭公にされた 筆者は岡山栄に滴6カ年もいたので，それは理解置き
ものも少くないので（例え朧伏谷博士箸「砂防工学原 たが（第1図)，しかしなぜ地質がちがえば“このよう
論｣′ なるべく重鎮をさけ，筆者の考えを中心として， 第1図

ハケ山の成因に重点を詣いて述べてみたい。 ハケ山（花崗岩）とハケない山（古生層）
いうまでもなく山の調莞は，単にある一種の原因によ ．(岡山県児島郡）

るだけでなく’蓑た多くの関係因子が一つ一つ，独立的 ・ 画一一 一一一…,一一一
に存在するものでなくて，これらが複雑にからみ合い，

綜合的に現われてくるものである。しかし現在の段階で ，
ば同時に多くの因子を綜合して探究することも実際上困

難なので，主な因子の個鈴について考察を加えて判定す

る方法もやむを得ないである今。
■

さて荒廃に関係深い因子を便宜上次のように分けて考

えてみよう。
●

ェ天然的{詮篭と地質'その他 な差が生れるかをもっと深く追究すべきだと考えた。一

応は小出博士の説くように花崗岩の理学的風化過程は基皿生物的に:織 岩司岩塊→砂か，または基岩-ﾂ砂であることも見逃永こ

I .天然的 とのできぬ要因のよう,である。
まだ郷､つきの範囲を出ないが,筆者の観察では，い

イ、地殻と地質
つたん裸地{瞳為と老年期の花崗岩山地では侵蝕の繕

(i)地殻運動
果'渦かな線猛描き（第2図A)》植物の定潜に都合が

地麓や火山活動は崩壊や地篭二りの原因をなすことがあ 悪いが』他方連続的な地質では凹凸があって礎2図B),
り’とくに地震では立山（安政地露？)，濃尾（明治24 そこに植物の定満を便にし，繍上を助ける場を与えるこ
年)′岩倉山(信州善光寺地震)’刺際川県(関東地震） とも大きな差を生ずる一つの因子のようにも思われる。
の例があり’最近では南海地震による四国山地の崩壊が

第2図
ある。また近頃問題となってきた温泉作用に上る荒廃

A花崗岩 B古生層
(箱根，立山，鬼頭，那須.）もスケール茜球きく，こ

ヨ
』

竃

雲
ゞ
凶

の対策も重要課題である。‘
(ii)地質と地形

山地荒廃と地質,地形の関係について，独創的で，明

快な解答を与え，さらにこれを発展させている人に小出

博士があることは今更述べるまでもないが，このことを

解り易く説いたのが，「応用地度:岩石の副上と森林の解り効く説いたのが，「応用地痩:岩石の風化と森林の

一

槌って古生鰯，第三紀層の山地でも不連続の庭のたき

立地｣であろう。 い場合はハケ山が起るし，花儲岩山地といえども連鏡性
とくに同じ場所で，同じように自然と人工作用が加え の場合はハケ山化は起りにくいのではあるまいかく第3

られても，花崗岩の山と古生層の山とだほ大き愈差が認 図)。

められることな指摘し（同氏前出響，P172～].75)，児 ともかく，このように不明のものが多いので，昭和27

島半島(岡山県)な例にあげて説明している。 年から治山治水協会の委託で'猿戸内地帯のハケ山の成
一32－－
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倉田：山はどうして荒廃するか

第3

美林のある花崗岩地幣
ロ昂 … 甥雪 琶､-－

図

(栃木染上都賀郡）
……も

第4図（ロ）

第4瓢（イ）の吸水後6分の状態 己

U

壷
鐙

睦堂_
（槐技官原図）

すなわちこの実験でﾗ搭崗岩と古生煽との侵蝕程旋に大

差のあること力朝かにされた溌これと気象的因子や，

その他の因子とが関連して，花崗岩地が他のu蝿よりも

急激に侵蝕されてハデ山が進むこと力稚瞳されよう。

なお同じ花崗湯山地でも，小出博士ほ下降斜面ど上昇

斜面でハケ山化に大きな差があることを述べている。何

故そんな結果を示すか腱ついてはまだふれていないの

‘･で,前記の筆者等の共同試験の一部として気鋼餅究室の
分担で着手したが，この報告ぱ後の機会にゆづろう。

ただ筆者がこの問題で意見を異にするのは，小出博士

は上昇斜面が現実に趣ざ､ケ山がひどいから，このような
所は極端にいえば植栽工をやめるべきだと説くことに対
してである。もちろん花崗岩の上昇斜面は放って準いて

も大した侵蝕被害の大きいものでないことは，伏谷博士

も認め，篭者も過去においても現在も，これを肯定する

が（第5図), 1かし治山造称とか，緑化の点からは，
、 ．

やはり見逃すわけにはいかないし，小田鯉士のいうよう

に全く緑化の成功おぽつかないことはなく，後日この識

座でも述べるはずの，新しい合理的な撰術で，案外早く

第5図

ハケろ場所とハケない場所

因について共同調査をしたのであるが，そのうち林減雪

害研究室の分担で次のような結果が得られた。

「花崗農は一見堅L､ようだが,相当に卿匿鯉ており

､雨水や凍繕融解で容易に<づれる。すなわち実験室内

において古生庸岩滴(粘鑑）と花崗岩を水中に浸して

吸水試験を行ったところ，古生層岩石には何の突化も見

られなかったが，花崗岩は6分後には風化された雲母と

長石の部分にとけ，石英を主としたバラバラな小片に<

づれてしまつた（第4図)。 ‐

第4図（ﾝf)

第1図のA・Bの基岩の吸水前

桑
、．｡，
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A.古生層B.花崗岩 （槐技官原図）

また辮清，融解をくり遊すことによって起窃変化を試

験するため，夜は外に出,し，昼間ば乾燥器に入れて急激

な熱愛化を加えたところ，花崗岩の方は識羨前よりもろ

くなった。

さらに花崗潟は霜柱試験区内にエ4日間ほどおいて，

5日の凍結温度下で，凍結のため大きな亀裂ができた。

このように古生層岩石は，どの試駿前後においても何

等変化は認められなかったが，花崗岩はとても水に弱

く，凍結によつ這岩石涯亀裂を生じ，表面の微粒部分は

粒状凍結を起した。 “耐…

－83－
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倉田：山はど唇うして荒廃するか

安く，易しく緑化できた実例をもっている。

げれども小出博士と同時窪現地で討議したこと誰愈い

ので，2人の間にはこの見解は不一致の童些となってい

るが,いづれ時目がこれを解決してくれると思う。
ロ、気象

(i)冬の侵蝕

山の荒廃と気象的因子との関係についても，従来かな

り解明され迄いるが,筆者はとくにハケ山化には，もつ

と冬の侵蝕について追求する必要があ為と考えてきた。
もっとも夏の大雨ほ，山崩れや，表土侵蝕と大きな関係

をもち,また逆に乾燥と高温が，とくに裸出化した花崗

岩地や海岸砂地に植物の定蒲を許さないことも多言を要

しない。

ところが，夏よりも冬の侵蝕が問題だというのは，夏

の侵蝕より必ずしも大きいからというわけでなく，ほと

んど冬の侵蝕についての撰鈍が忘れられていたからであ

る。すなわちこの探究が欠けていたがたあに,復旧対策

ガ莞分でなく，錐って欠陥と失敗罐驚返されていると考

えるからである。

例えば冬は落葉し，これが風潅飛散し，あるいは生長

左休止し，栂吻による罐被覆が少く，地蕊は裸出状態

になり易い。

この時に凍結,霜注で表面侵鋤鍵返され,風走飛散

し（第6図)，雨ざ流失して一そうハケ山化，裸地化添

進む。

第6図

ハーケ山の風蝕（岡山県玉野）

第7図

土砂流出試験
ノ

＝

＝

一
一
一

22）裸地区 （昭27．8

－第8図

土砂『流出試験

、

～

L

へ
剣

たとえば紳試（東京・目黒）苗畑の，傾斜45度（面

積南北各2坪）で，裸地区と被覆区（ケン次ツキー31フ

エスク，イタチハギなどで）について調査した結果で

は，昭和27年8月22日の降雨量54．9ミリ．壱，裸地

区の土砂琉出鐘は約22立仁対し（第7図)，被遜区は，

測罐するほどの洗出量はなかった（第8図)。

冬期間（昭和26年11月8日～27年2月28日）の

測定では第1表の如く，土砂崩落量は坪あたり裸地区で

被覆区 （昭27．8．22）

ほ南面.33立駿北面，19立に対し,被覆区は微量で測

定するほどなかった。

また)I1口技官の報告によると傾斜40",罰取操地(岡

山采．児島）では，冬の崩落量は，夏に拳とらず多心､漆

ｰ

ー

－34－
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倉田：山はどうして荒廃するか
一 － 一

第1表

諦也と被覆区(坪あたり）の土砂崩落塗比較
（自昭和26年n月8日至27年2月28日）

(ii)方位と侵蝕

な詣蕊4表で明かなように降雨期では誼力輔面友り

崩落量が多く,約1.5~孔.7倍で，冬期は夏期とは逆腫，

南面の土砂崩落量が多いことを示している（第1調。

これはやはり，南面が融解早く，日中は表土が早く乾い

て，ずり落ちるのに対し，北面遥は融解がおそく，湿り

があり，時には凍結のままであるのがあることによるよ

うである。

龍たハゲ山地帯で方位別にその分布に，ある傾向力認

められるのも（広島j農呉市)』冬の季節風や霜柱の発生．

区別|傾斜|士疹崩遥1-蒲－－ 考

裸地区|夏璽
面
面
一
面

北
南
一
北

ケンタッキー31ブェス

瞳 ・’ク，ペレニアル，ライ
グラス，オーチヤー1￥

鐙 グラス

微睡

徴鐡

被覆区~

第2表 月別土砂崩落澱と降水量との関係

昭和16年 昭
一

'i"| 11 1 12 : | z l 3 1 4 1

調霊|劃
8.1591d10. 1211.17112.[

陰～～｜～～
9.1510.1111.1612．17

和 17

5 1 ‘ ’ ？｜8 1
－－－

4．2315.176.277.17
～ ～～～1

5．1661617･'68．13

年 昭18

，｜'･’11 ’ 12 1

1‘葦
8. 149.1510．1511.2

"4!.誼皿冨｡|1zIY

《
」

7．15

期間～

月日|8･14

|'+'|.'難鶴"｡｜"‘|‘…．"'2ゞ”“，i…"割‘"副"…'2"･'2…州 1 。 ，1‘．
箪善鶏竺鑓|&-i"bl"1:&",5….'|1･"| ,!71"& "|| '''|="｡''"|､,
（備考）試談区の斜面積は鱈.8Xn3 が，一定の方位をもっていて，識l》化を促すためである

5．このことは積雪地帯で磐崩の発生力蒲北で差のある

場所でも同様であるようだ鱈山県大長谷村の例)。

（通）覆被と侵蝕

積雪は，土じようの乾燥,飛散’崩落を防止する効果

をあげ,裸地化，ハケ山化を予防してい為とい5見方も
あるが，俄雪期における荒廃地の侵蝕'高稀喜平技官

昭和27年7月）こればハケ山の成因とその復旧対策の

研究には興味あるヒントを与える。

ともかくも冬期の土地，土じようの乾燥,飛散”崩落

を防ぐためには，冬の被覆左必要とする。植物で鐺おう

場合は冬も青い被覆力の大きい草(例えばフエスク類，
第9図

草でおおわれた斜面（45函

一
戸

第3表

夏期(多雨期)と冬期(少雨謝)の土砂崩落鯉比較

種別|多雨期|少雨期多雨期|少雨期
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第4表

、 被挺裸地区別土砂崩落量比較
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(第2表)，これ葱多雨期にまとめてみ為と第3表のよ

苛糎，冬期④崩藩鐙力稔外に多いことが認められ遥・

－35－
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放出させないかなどである漆,耐煙性の強い植物を使う

ことに関｡が払沿沁るようになったことは幸である。

（趣）伐採（過伐）

伐採が短期間に繰返されて，裸禺の穰会が多くなって

荒廃したものが一番多い。

用材林の場合は伐期が高いので，比較的に荒廃の度が

進まない法とく腱露Iの伐採を繰返す燃材林では，被

害渤泳きい。たとえば人口密鹿が多いとか，工業が早く

から発達したとかで，燃材を多遥に伐採した地方の山が

荒れているのはそのよい例である。

砂糖と塩をにつめるため（香川県，その他瀬戸内地方

第n図)，陶磁器を焼くたあ（滋賀采．信楽愛知県．

瀬戸地方，岐阜梁．多治見．土艇地方）や，瓦や，土管

を”､ている職丘の山力驍れ，また寒い地方では，冬の

保温燃料材を伐り過ぎるために山力詫れることは，ポイ

山（新潟県）などがその例である。

第11図

ハケ山と関係深い塩田 （岡山蝿．

-ウイー･ピング・ラブ・グラス，その他）とか，常緑瞳木

葹どが好ましい嘩9図)。

次に第央回（第128号）に掲載しなかった，冬も青い
草詮参考霞でにあげよう。

レッド・ブエス汐，チユウイングス・ブエスク，シー

プ・ブエスク，アルパイン・フエスク，卜戸ル・フェス

ク，悪イ戸1､パ鼻ナル・グラス，メドウ・プローム・グ

ラス，1，－ル・オF－トグラス』 メドウ・ブオクス・テイ

ル，リードもキヤナリーグラス，プレリー・グラス。

I生物 的夕

｛|蓋蕊ハ、人為的

(i)火 事

地襖吻を擁けば，土じような裸出し，荒廃に導くこと

が多く，とくに単期間腰繰返されるとその害弥球きい。

たとえば京都府,大獅附近では戦国時代に,戦火のた
めにハケ山な促進したといわれているし，また北海道で

も汽車の飛火，その他で林相が悪化した例もある。

アメリカでは落雷による山火事の例はあるが，我国で

は，人為的のもの力婆く，これを随Iとすることは必手し

も不可龍でなかろう。多くの場合は枯ｵした落葉下草に

.燃え移為ことが誘因であろうが，このために危険地帯で

は危険時期にも生育している「冬も青い草類」で被覆さ
せて，もえ易い枯葉を少<することは，耐火性の樹木で

防火帯を作り，防火縦を設けるこ．とと同じか，あるいは

それ以上に穣討を要する問題であろう。

職）煙害

足尾(栃木采）や"坂，尾去沢(秋田県)，直島鱈‘

川県第10図）のように煙害によって山力詫れる例も少
一

ぐない。

第10図

煙害セハケた山 ("ill県直島）

＝

L＝

琴一

も一

Ｐ
賭

。

しかし鈎采と荒廃の因果関係については充分満足させ

るだけの説明づけがないといってよく,･今までのように

簡単に肯定しないで，もつと調査研究する必要が大き

い｡

たとえば，前にも述べたよ5に古生層の山では花崗岩

と同じように伐採しても，緑化しているし，時にば開墾

第12図

ハケない山で開墾裳農
一 冤薩 一銅

穏” ： 、 ，。 ‘ 盛＝灘.軸蕊；

腱褒蓄曇一 ‘. 奄

灘蕊皇婁考霧

毎
判

■

根本的には排煙しないか，設備を改善して有毒成分を

－－－‐36－ ≦



倉田：山はどうして荒廃するか

っていることは，愛媛県だけのことでなく，蛍た「マツ

林は国を亡す」という表現から生じた繕果でもなく，他

にそうなるべき必然性があってのことで，例えば急傾斜

地帯農業措置法, I泌云地農業,草地農業振興法などの立

法化や農林省の新施蕊としての土地改良,畜産振興10カ

年計画発表によってもうかがえようし，さらに本質的に

は山制祇有農家自身の自覚の結果であると考えるので，

本識座から離れる論議になりそうである。

しかし筆者の過去の実験や研究報告（未発表のものも

あるが）などをよく理解されないで，ただ簡単に薙誌に

書いた言葉の表現だけで消化しよろとされた方為には，

誤解を招いたようであるから，マツ林と荒廃についで，
簡単に述べてみたL､。

森林に何らかの力が加えられないと，極醗相を示す

が，次第に外力が加わると変化する。その鹿合が短L､間

に繰返されると多くの場合には我国ではマツカ程入して

くる。現に南方から北に進んで明治以前にくらべて一そ

うその分布区域が拡がっている(第'3図)。そしてさ
らにすすむと，いおゆるセキ悪林になり，さらに荒廃移

行林となり，遂にはハケ山となる。

第13図

陣アカマツ分布図（林技官原図参識

させて農耕が行われていることなどは（第12図)， 霞

潅充分説明づけらｵむず，今後に残された課題である。

巌お山の荒廃は落葉,下草の採取と大きな関係詮もっ

ている。すなわち同じようでも，下草の状態の差が大き

く侵蝕に影響することは，ローダーミルクによらずと

も，もり常識となっているが，最近の砂防第一研究室

（滝口技官）の実験によると，雨の量や傾斜よりも，そ

れ以上に地被物の有無が侵蝕に大きく影響することが明

かにされ報告されようとしている。このことは筆者の実

験でも明かに認められる。

すなわち同じ被覆でも単にイタチハギの繁茂で，空間

を完全に龍お5っても，間接的である場合と，草などで

直接地表をおおう場合とでは（第8～9図)，大きな差

があることは嘩4表),今更ながら認識を新しくする。

すなわち常緑草で地表を完全に被覆すれば-年を通じ

土砂の洗出と崩落がほとんどない。

このことから治山治水(土じよう侵蝕防止の面に於け

る）の効果は，何も林木がなければいけないというもの

でなくて’土地を裸出しないことが重大な条件で，従っ

て意づ草でおおうことは土じよう侵蝕防止上大きな効果

をもつといえよう。

すなわち大ざっぱにいって，かなりの豪雨があっても

土砂釣詮然認⑩出ねば，安全なわけである。

従γって大げさないい方をすれば,治山治水ということ
は革に:山に木を植えることだけでもなければ,河IIを改
修して，今までよりも立派な堤防を作ることだけでもな

く，それよりも童づ確実に土地を被覆することが，すべ

ての治山治水.寒の必要条件として先行す.るということ
になる。

＝、病虫害

マツケムシ，マツクイムシなど力琵生して荒廃に導く

ことも過去の実例がある。しかしこれも取扱lj､方がよく

ないために起った人為的原因によるとも考えられるし，

防止や予防が全く不可龍とはいえないであろう。

一

列
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（附）「マツ林は国を亡す」とい§ことについて

昨年の5月］5，日の治山治水協会発行の緑化弘報に，

筆者の「マツ林は国を亡す」という説に対し，東京・温

月生氏から投稿があり，また本誌130号で渡辺芳夫氏の

拳意見があったが，どれも各自の実験や研究の結果にも

とづ､,､で本論のもとをなす筆者の実験そのものについて

批判されたものでないので，別に，毅両人にお答えず馬

段階とは思わない。

とくに見解の相違，たとえばマツ林を仕立るよりも，

飼M畔味，その他特用樹を栽植しよぅとする人が多くな

こ対し，東京・温

一

何故にマツが侵入して，こんな経過をたどるのかにつ

琴で渡辺芳夫氏の いては，既に本誌第129号にのべたL，また拙箸の「飼

帯研究の結果にも 肥料木草と植栽法」（15頁～24頁)，林学会誌第31巻，

そのものについて 第1～2号，同第37巻第7号に述べたので，どこでは

河人にお答えず馬 重複をきけるが，これまで述べるには長い実験に基いて

いることで，なおこれと重大な関連ある長谷川博士，佐

堂仕立るよりも， 藤邦彦技官等の貴重な試験もあり，単なる思いつきだけ

とする人が多くな によるものではない。
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,倉田；山はどうして荒廃するか
－ －

ともかくマツの更新海易しい土地権ど，ヤセでいると 意味は結核菌は人間を殺す。従って結核患者が多くては

いうことになり，ハゲ山化への進行とマツ林とは密接な 国な減し’放って鐙いては人類を亡ぼすから’結核対策
巽係があるということである。従ってマツ林の成因につ を充分にする必要があるということである○
いて深い関心をもつ必要が大きく，この究明には慎重を 「結核富は人を殺し’結咳患者は国を亡ぼす」といつ
要し，このことを知って，それに対する合理的な対策密 ても，「結核患者を殺錘」といっているのではなかろ
とること方誹§鼠Iである。 う。

そこで筆者は「マツ林は国を亡ぼす」という表現をし これと同じように「マツ林は国を亡{讃す」といっても
た。こればとくにハケ山，セキ惑淋の多い地方ではマツ 現在ある寅ツ林をたやそうというのでもなければ’マツ

林は一歩誤ると荒廃に導く危険が多分にあることを警告 材の価値詮認めていないのでもなく’国土を愛すると同
したいためであり，またハケ山，ヤセ山を早く緑化し， じく，マツ材を愛する力叡に'筆者は「マツ林は国を亡
生産価値を高め，治山治水上の効果を大きくしたいがた ぼ封といいたいので「マツ材は国を亡ぼす」と幟云つ
めにほかならない。 ていないのである。

これをどんな場所，どんな場合でもマツ林をなくしよ むすび

5とか，マツ材の価値を認めないものと解釈急れては錐 さて'山はどうして荒れるかが判ってこそ，どうすれ
者の意とすることとはほずれてしまう｡〆 ぱ荒れさせないですむかが明らかになろう。何故ハゲ山

マツ林をよりよく育成するた必には「マツ林は国を亡＝になるかについても，まだ不充分で，今後の研究にまた
ぽす」危険のあることを念願において取扱らことで達成 ねばならない。

できるというのである。このことは本年3月発行の「は ただ，いえそうなことは(1)適当に水分があって（2）
んのきゃしゃぶし編｣.(東京都杉並区天沼2~829全苗タ 土じよ”装定し'③必要なだけの肥料分があれば植生
イムス密巻行）と「これからの砂防と緑化に使いたい草 が成立し’ハケ山化しないことは，ほぼ確実だというこ
と木江」（東京者IFF代田区永圃町2~1日木治山治水脇 とで’少くともこの(1)′側′(8)′の3つの条件を満足強
会発行)を参考にしてもらえば判ってもらえると息う。 しめるこZが治山造林の漁らぃであらねばならない。

厚生方面一遍「結咳亡国」と云う言葉が鯉つれ石。この

ゴ

ー

《
”こ

《

■

目

■
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全
Ｌ

（3項よりつ壁く） によって，より以上の効果を期することが出来る。殊に
亀のではない。千変万化している森林の環境及び謝斬 私の担当区のように進取に乏しい地方ではその必要詮痛
有者に対し，自分の経験並びに研究を通して夫々それに 感している。

応じた技術の指導遊しなければ普及の目的が達巷られる その他一般との通信連絡の強化，協力団体の育成，普
ものではない｡地区普及員もある程度,香,完全な専門 及諸経識の増額等である。私は前にも述べた力署燕事業
普及員であるように常に研究し，勉強しなければならな が始められに以来地区普及員として駐在しているのであ
いと考える。また担当面積は広汎毛，私の場合ば1ケ月 るが，その間配布になったものは廓伝車と鉈一丁のみで
雁1町村1，2回位し吟廻ることが田来ない。これ･では ある。まだまだ侭っな礎Lぱならない器具類,普及上一
森林所有者にサービスすること左モットーにする私達で 般に見せなければならないと思う品為等があるゆである
隙あるが一般の要求に応ずることが譜来ない現状にあ が，県の係員の方舞葡排常な努力をされてぃるにもかk
る°これ等の点から考えても普及員の定員ほ絶対不足で わらずなお手に入らない状態にある。
あって，経営指導員と連籍を保ちつ入普及する意味から こｵ､等の問題は単に普及員丈の問題でなく，全林業関
も最少限度現在の経営指導員程度の配置ガ泌要であると 係者，森林所有者がよく普及事業を理解割|'Ij協力されて
考えている． こそ始めて達成される問題ではありますまいかb･

次に展示林の増設であるが,蕊の担当区には薪炭林改 私逮は普及員として民有林の復興と,森林所有者への
良1ケ所,間伐1ケ所の2ケ所の展示林があるが,一般 サービスをモットーとして努力し今後も努力を続ける強
を指灘するためにはまたまだ不足である｡指導林的性質 い臆念でいるのであるが，より以上私達が活鋤出来潟よ

のものを各町村，主要部落に各種頓のもの左設けること う一般の御指導と御援助菱お願いして私の発表とする。
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蒔門科目…･造林〕

第一問次の間題から-髭を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を熱､て答を書いて下さい）

（満点…･20点）

（1）人工造林を行うにあたって今後坂スれるべき技

術上の諸点について述べて下さい。

（2）ブナ林地帯開発跡地の造澗対策について述べて

下さい。

第＝問次の問題詮簡明に解答して下さい。

鐇号を書いて答を書いて下さい） ′
（満点･…20点，一間…2点）

（1）精英樹。

（2）ミシヨウ苗とサシキ苗との得失。

（3）肥料木。

(4)TR率。

（5）発芽効率。

（6）下刈の目的。

(7)PHの定義。

（8）タネ貯蔵の必要性とその方法。

（9）苗畑揮おける旱害の予防法。 ．

（10）植生連続。

鱈門科目…･経営〕

第一間次の間窪から一題を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を書､､て答を謁､､て下さい）

（満点･…20点）

（1）現行森林法と旧森林法（昭和14年改正）との主

な相異点を挙げて，意見を述べて下さい。

（2）用材林の伐期決定の方法を列挙して，夫為の特

長を述べて下さい。

（3）奥地林開発に伴う林道計画樹立に際して，特に

考慮すべき点を述べて下さい。

（4）民有林における主な集運材法を挙げて，夫疑用

いられる主要な場合，及び今後改善普及すべき

方策左述べて下さい。

第二間次の間題逢簡明権解答して下さい。

（番号左書いて答を書いて下さい）

職点…20点’一間…2点）
（'）貸借対照表,損益計算害とはどんなものですか

叉作成する目的は何ですか。

（2）林分収穫詞逗ついて説明して下さい。

（3）伐採調整黄金涯ついて説明して下さい。

（4）生長溌法とカメラルタキセ法を説明して下さ

い◎

(5)x=f(満存二B)篭秘して下さい。
（6）プラニメ濤一ターの使用法蓬述べて下さい。

(7) エー旦綿鑿磐詮説明して下さい。
（8）次の表は林道設計上用いらｵ1ﾉる鯖材料と1m3当

の重量とを無関係に示したものです。それぞれ

の材料に応ずる重量を結び付けて下さい。

逗・二

■■■■

奄

云

マツ （空気乾燥材）
三

水

砂

煉瓦

1,000kg

2,000kg

500kg

1,555kg

《
ぬ

（9）架空式運材法の利点を述べて下さい。

（10）設計上適当とされる森林軌道,車道及び木馬道

の最大勾配，最小半径はど’'程ですか。

嘩門科目･･･防災〕

第一間次の問題から一題を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を書いて答な書いて下さい）

（満怠･…20点）

（1）現行保安林制度について知っていることを書い
て下さい。

（2）任意の一都道府県種ついて，その防災普及の必

，要性を書いて下さい。

第二間次の間題を簡明に解答して下さい。

畷号を書いて答を書いて下さい）

（満点････20点，一間･…2点）

（1）森地に降下した雨水はどのように分析されます
か。

（2）日本に於げる水害の最も多く起る二つの時季を

示し，地方的の特色があればそれを附記して下
さい。

（3）次の岩石毒火成岩の噴出岩，深成岩，及び堆穣

岩に分けて下さい。

花崗岩,集塊岩,石英粗面岩,喪山岩,凝灰

岩,閃緑岩。

（4）我が国に於て下に示す各種の土地侵蝕型態はど

の地質と最も関係操いですか。

礒噌｛鱗
（5）砂防堰堤の主な作馬三つをあげて下さい。 。

一
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昭和26年林業専門技術普及員資掻審査課題▲

をあげて下さい。

次の病原菌で完全時代力翻らかにされているも
のをあげて下さい。

イ）スギの枝橘病菌。

ロ）マツの葉ふるい病菌。
ハ）スギの癌腫病菌。
二）ギリの炭疽病菌。

殺生菌に？いて書いて下さい。
T.E.P.P．とは何ですか。

林野でモノフルオール騨唆ナトリウム鯉騎1を使

って野鼠を駆除する場合，雄が灘餌を調製しま
すか。

シエジー型平均添恵公式v=c,/r了一の各項
の説明をして下さい。

斜鞭誕遥に作用するランキンの土圧公式は

E=:=-捻器芋です。
P=30｡ "=1.5 h=2mのときのE霧求
めて下さい。

山腹工事に於ける埋設工は主としてどんな場合

に用いられ鷲すか。

各項目に適する治山砂防樹種の主なものを一つ
づ､つ挙げて下さい。

癖悪地， 砂地， 湿地， 極く寒い土地。
P ●

次ぎの各種の場合に最も普通に行われる工種は
何です力､。

イ）霜柱の害の激しい山腹
戸）地迂りを起している処

ハ）溪床低下の甚しい処
二）溪岸がえく亨られる処

〔専門科目･････保謹〕

（6）

(7）

(7）

（8）

（9）

(10）

(8）

（9）~
一
コ
『

(10）

澪門科目・・木材加エ〕

次の問題から一題を選んで解答して下さい。

(選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい）
（澗点････20点）

製材工場経営の合理化の問題は生産技術面から

みて主と~して(1)製材歩止り②作業甫鐸③製品
の品質の三要素に要約されると考えられるが，

これら要素の向上を図るための具体的方策を各
要素毎に挙げて説明して下さい。

木材人工乾燥室の具備すべき要件,及びその理
由について出来るだけ詳しく説明して下さい。

次の問題を簡明に解答して下さい。
幡号を書いて下さい）

（満点･…20点，一間･・・・2点）

繊維飽和点。 （6）集成材（稜層材)。

平衡含水率。 （7）高周波加熱

歯振（あさり)。 （8）錨(材。

偽心材と捲年輪。 (9)B.W.G.

無欠点滅面。 （m）鋸のテンション
（腰入れ)。．

第一間
《
』
一

b

t1）

第一間次の問題から一題を選んで解答して下さい。

（選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい）
‘ 。

（満点 ･･20点）

（1）我が国の森林に現在重大な被害詮与えている害
虫名五つを挙げ，その被害の概況と，その代表
的な防除方法な記して下さい。

(2)溌震篁蒸蕊鰯鰯轆篤
虫名と使用法〈調製を要するものは調合法も）
を記して下さい。

第二間次の問題を簡明に解答1ﾉご下さい。
儲号諺書いて答を書いて下さい）

職点…･20点，一間…・2点）

（1）マツノクロホシ今〆チの凄息密度を簡単に知る
方法は何で寸一か。

（2）次の害虫はどこで，どんな態で越冬しま‘すか。
イ）マツノキポシゾゥ

戸）マッノシントメタマパェ

ハ）マイマイガ

ニ）カタピロ1､ケトケ

（3）広葉樹の幼令木の根際部に円い孔がうがたれ，
まるい茨が排農されていたb被害部を調べてみ
ると，幹の中心部に直径1CXn内外の円い坑道

が地下の根の部分までほられてまり，中に1頭
の鱗翅目の幼虫力澆見された。この害虫は何で
すか。

t4)マツノシンクイカの澗鐸的防除法の要点を記し
て下さい。

（5）次の鋸病菌の中間寄生を記して下さい。
イ）マツの瘤病蔑

画）ドロノキの鍵病菌。
ハ）アカマツの葉鋸病菌。

二）モミの天狗巣病菌b
（6）針蕊樹稚苗の立枯病があらわす病状の四つの型

（2）

第二間

､垂

‘＃
4
，（1）

（2）

（3）

（4）

(5）

I
一

沙

〔専門科目….･林産化学〕

第一間次の問題から一題な選んで解答L.て下さい。

．(選んだ問題の番号を書いて答を書いて下さい）
（満点…?20点）

（1）木材利用合理化に諸ける林産化学の役割につい
て論じて下さい。

（2）製炭にあたり特に注意しなければならない事項
を挙げ，説明して下さ､､。

第二間次の問題を簡明に解答して下さい。
（番号を書いて答を書いて下さい）

（満点･…20点,､一間…・2点）

（1）戸ジン。 （2）木蝋。

（3）タンニン。 （4）クラブトパルプ。

（5）繊維板。 （6）自発炭化。

（7）炭窯の防罐置b (8)白炭の「かし」「なら」

及び黒炭の｢<ぬぎ」「なら」「ざつ」の極上規階硬旋。

（9）燃焼器の効率｡ （10）加工炭の種類。

一
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を御教え下さい。

鹿児島県繍業拭錨
丸野平一郎

：ペイマツは， 一名オレゴンパインとい典，学名を
Pseudotsugatax迂oliaBritt.という。セコイヤ属に
つぐ大きな木で，この材は戦前わが国に多薮に輸入さ
れた。
これに関する参考書としては文献（1～17）がある。
育苗に関しては，特に変った点はないようであるが

アメリカでは，山出苗木として普通1～1（1回床替
2年生）が用いられ，叉試験の結果2～0RP(まき
付すえおき2年生苗，た堂し根切りをしたもの）の活
着がよいといわれている。問題は見本林や庭園樹にす
る場合は別として，わが国では育林力埼こぷる困難で
朱だ山地植栽に成功していないことである。
例えば，群馬采碓氷郡小根山国有林における林業試

験場の外国樹種植栽試験地には，明治37年と大正〃
年に植えられたものがあるが，生育極めて悪く成木此
見込みがない（19)。 その他東大の清澄演習林,千葉
営林署管内の筒森国有林，高萩営林署の上台国有林に
も植えられてあるが，何れも生育はよくない。

(ペイマツの天然分布図)けk鮭虚鰯浮蕊
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制桑試験場造林部
坂口勝美

答

＝

単

蕊
(E.L.LmmER氏による)輩鱒謡霧:膳
段階として』わが国の植栽地と，にたようなところを
原産地に求め，そこからタネをとりよせる努力が必要
である。わが国の植栽地としては概括的にみて，河田
博士の談によれば，ヤナセ，南紀州，兵庫県の赤西・
音水地方叉屋久島，タネガ島，厳房等の山岳地帯のよ
りに雨量の多い地方がよくないかということである。
特にヤナセ，南紀州には近録種が分布している。昨秋
林業試験場を訪凱たべルギー国の搾篝家の談による
と，ベルギーではペイマツを2m×2rnに植付け，現
在50年生で1haあたり1100nl3,胸高周囲95cm,
樹高30m以上で，かなりよい生育を示しているとの
ことである。 (Jan.30,1953)
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’|…新刊案内…
日本林業技術協會の新刊書は
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